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川　村　　　聡
羽　根　洋　介
広島城北高等学校同窓会　広島市東区戸坂城山町１-３

2026（令和8）年度　第52回　定期総会・懇親会　案内
日 時：10月3日㈯　総会 18：30～　懇親会 19：00～
場 所：リーガロイヤルホテル広島
会 費：一般　8,000円　50回生～　5,000円
お問い合わせ：同窓会事務局　電話 082-229-0111

川村　聡さん（21回生）　P.7に紹介文「表紙の人」があります。
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　広島城北高等学校同窓会の運営にあたり、同窓
会会員の皆さまには、日頃より多大なるご理解と
ご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
　昨年の同窓会総会においてご承認をいただき、
佐伯祐司先輩の後任として同窓会会長を務めさせ
ていただくこととなりました、 21回生の川村聡で
ございます。微力ではございますが、母校と同窓
会のさらなる発展のため、精一杯努めてまいりま
す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　同窓会は、同窓生相互の交流を深めるとともに、母校・広島城北を応
援することを目的として活動を続けております。本年度も、チャリティ
ゴルフ大会の開催、会報誌「Shiroyama」の発刊、文化祭への参加、同
窓会総会・懇親会の開催、卒業生への記念品贈呈など、恒例の行事を執
り行っております。

　なかでも、例年10月に開催しております同窓会総会・懇親会には300
名を超える同窓生の皆さまにご参加いただいております。今年は10月 3
日（土）、リーガロイヤルホテル広島にて開催いたします。旧友との親交
を温める貴重な機会として、ぜひ皆さまお誘い合わせのうえ、ご参加い
ただければ幸いです。
　さて、本年、広島城北学園では体育館の改修工事とグラウンドの人工
芝敷設が予定されており、学校施設のさらなる充実が図られます。広島
城北がより魅力ある学園となり、在校生たちが安心して心技体を鍛え、
充実した学校生活を送ることのできる環境が一層整えられるものと期待
しております。同窓会といたしましても、母校を支える輪をさらに広げ
てまいりたいと考えております。
　今後も、同窓会ならびに母校・広島城北の発展を願い、役員一同力を
合わせて取り組んでまいります。会員の皆さまにおかれましては、引き
続き一層のご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

会　長 川村　　聡（21回生）ご挨拶

副会長／担務

髙田　諭（17回生）
1回生〜10回生・

チャリティゴルフ担当

高見　仁（29回生）
31回生〜40回生・
広報・会報誌担当

庄子佳宏（31回生）
41回生以降・

懇親会・会員情報管理担当

　広島城北高等学校同窓会の皆様には、ますます
ご健勝のこととお慶び申し上げます。このたび、
広島城北中・高等学校校長を拝命いたしました、
山垣内俊行（やまごうち としゆき）と申します。
どうぞよろしくお願いいたします。
　私は県立高校で校長職を務めた後、縁あって本
校に着任いたしました。この 3 年間は、中川前校
長のもとで、副校長兼高校教頭として、私学なら
ではの入試環境や学校運営体制を間近に学んでま

いりました。当初は県立高校との違いに戸惑うこともありましたが、学
校運営の根幹にあるものは、公私立を問わず共通する部分が多いことを
改めて実感しております。本校の流儀を尊重しつつ、これまで培ってき
た経験を学校運営に生かすべく、このたび職責を引き継いだ次第です。
　今年 ４ 月の始業式では、在校生に「原点に立ち返ろう」という話をし
ました。我々教職員も生徒も、今一度「建学の精神」に立ち返り、本校

設立の願いを再確認したいと考えたからです。生徒たちには、「建学の
精神」である「英才・道徳・錬身教育の徹底」を通して、「賢く、優し
く、逞しく」成長してほしいと願っています。そして、「賢く、優し
く、逞しい」、真に頼りになる男こそが、城北健男児であると私は確信
しております。同窓生の皆様が社会の第一線でその姿を体現しておられ
ることこそが、生徒たちにとっての大きな目標であります。
　少子化や学校間競争の激化など、本校を取り巻く環境は年々厳しさを
増しております。「あの時、手を打っておけばよかった」と将来後悔す
ることのないよう、今こそ未来を見据えた対策を講じなければなりませ
ん。本校の伝統をしっかりと継承し、「師弟同行」による人間教育をさ
らに深化させながら、これからも広島城北が輝き続けるための方策を教
職員とともに模索してまいる所存です。
　同窓会の皆様には、今後とも変わらぬご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

校長 山垣内俊行校長挨拶

　皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお
慶び申し上げます。
　平素より本校の教育活動に対し、格別のご理解
とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。

　本校は創立以来、「学んで厭かず、教えて倦ま
ず」という校訓のもと、時代の要請に応じた教育
の充実に努めてまいりました。中高一貫教育の特

色を生かし、学力の向上のみならず、人としての成長を重視した教育を
行ってこられたことは、社会の各分野で活躍されている多くの卒業生の
姿に示されているものと存じます。
　同窓会誌を通じて、卒業生の皆様が母校とのつながりをあらためて感
じ、互いの近況を知り、絆を深めていただけることは、私ども教育に携
わる者にとってこの上ない喜びであります。皆様の歩みは、在校生に
とっても将来を考えるうえでの大きな励みとなっております。

　さて、本校では今年度、教育環境のさらなる充実を目的として、「体
育館の大規模改修」および「最上段グラウンドの人工芝化」を実施する
ことを計画しております。安全性と快適性を高め、生徒が学業とともに
心身を健やかに鍛えられる環境を整えることは、将来にわたる大切な投
資であると考えております。これらの事業につきましては、詳細を改め
てご案内申し上げるとともに、卒業生の皆様からの温かいご支援・ご協
力を賜れましたら幸いに存じます。

　結びに、同窓会活動が今後益々充実し、卒業生相互の結びつきが一層
深まりますことを心より願っております。母校が皆様の誇りであり続け
られるよう、教職員一同、不断の努力を重ねてまいります。今後とも変
わらぬご支援とご高配を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶といたし
ます。

理事長 上野　孝史（ ５ 回生）理事長挨拶

谷峰隆宏（25回生）
11回生〜20回生・

文化祭・卒業記念品担当

水入寛純（25回生）
21回生〜30回生・

医師会・歯科医師会担当
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　令和 8年 ５月2４日（日）に第21回広島城北高等学校同窓会チャリティゴルフ大会が「瀬
野川カンツリー俱楽部」で開催され、28組8７名の同窓生にご参加いただきました。今年
もプレー後の懇親会・表彰式は行わず、ゴルフプレーのみの開催としましたが、今年度
は初めての試みとして、10月 3 日（土）に開催される同窓会総会懇親会の場でチャリティ
ゴルフ大会の成績発表・表彰式を行いますので、ご参加いただいた方は是非とも総会懇
親会にご出席いただければと思います。
　今年度の参加者によるチャリティー金額は総額￥1７４,000-でした。チャリティーにご
協力いただいた皆さま本当にありがとうございました。このチャリティゴルフ大会は
200６年から在校生への奨学金を目的とした大会として始まり、昨年度からは学生への卒業記念品やクラブ活動援助金とし
て学園に贈呈することにしております。
　また、この度は開催のご案内をした後の日程変更により参加が叶わなかった方、当初参加を予定して下さっていた方々
には大変ご迷惑をおかけいたしました事、この場をお借りして改めてお詫び申し上げます。
　今回も、実行委員の皆さま及び亀田先生・事務局の皆さん、担当の４0回生の皆さんには、準備運営にご協力いただき誠
にありがとうございました。おかげさまで無事開催できましたこと心より御礼申し上げます。
　チャリティゴルフ大会も第 1回から数えて延べ2５3４名の同窓生の参加となりました。来年度は開催コースも変更し、よ
り多くの同窓生の皆さんに参加いただき盛大に開催したいと思います。皆さま方の積極的なご参加を頂きますようお願い
申し上げ、第21回広島城北高等学校同窓会チャリティゴルフ大会の開催報告とさせていただきます。
　景品提供にご協力いただいた方々ありがとうございました。

景品提供にご協力いただいた方々
矢野俊一さん（10回生）、佐伯祐司さん（12回生）、
高松三方さん（12回生）、髙田　諭さん（1７回生）、
川村　聡さん（21回生）、大山晴彦さん（2７回生）。

ありがとうございました。

第21回広島城北高等学校同窓会
チャリティゴルフ大会　成績表

順位 氏　　名 回生 OUT IN グロス

1 山﨑　勝彦 23回生 36 37 73

2 土 佐岡　豊 17回生 40 37 77

3 髙 田　　諭 17回生 37 42 79

4 山 崎　栄作 5回生 42 39 81

5 西 谷　修司 23回生 38 43 81

6 臼 井　紀彦 23回生 42 41 83

7 西 　　善弘 26回生 38 45 83

8 前 原　大三 8回生 43 41 84

9 田 中　清峰 10回生 43 42 85

10 矢 野　俊一 10回生 43 42 85

～問い合わせ先～　
広島城北高等学校　同窓会事務局

メールアドレス　dousoukai@hiroshimajohoku.ed.jp
電話　082-229-0111
FAX　082-229-0112

広島城北高等学校　同窓会
　第22回 チャリティゴルフ大会

■日　時　　令和 9年 5月23日（日）予定
■場　所　　千代田ゴルフ倶楽部
　　　　　　（広島県山県郡北広島寺原2851）

皆様お誘い合わせの上ご参加ください
詳細は同窓会事務局までお問い合わせください。

　第22回 チャリティゴルフ大会
予告

第21回　広島城北高等学校同窓会チャリティゴルフ大会
同窓会副会長　髙田　諭（17回生）

○トラックボデー製作・修理

○バスボデー改造・修理・塗装・看板

○自動車機器販売・取付・修理

○清掃業務（バス車内清掃）

○宅地建物取引業

フェニックス工業株式会社

〒731‒3169　広島市安佐南区伴西1‒4‒5
TEL：082‒849‒6556　FAX：082‒849‒5235
代表取締役　上野　孝史（５回生）
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國木　弘道　

小田　一成　

津田　雅敏　

津田　哲也　

貞岡　達也　

伊藤　欣朗　

河面　智之　

甲斐　広久　

笹尾　昌悟　

金林　秀則　

日域　大輔　

杉本　一郎　

土井　　光　

泉　文一郎

米澤　公器　

2回生

10回生

12回生

13回生

14回生

23回生

23回生

24回生

25回生

25回生

25回生

27回生

28回生

30回生

35回生

おおうち総合健診所くにき内科

小田耳鼻咽喉科

津田内科小児科医院

津田耳鼻咽喉科医院

貞岡耳鼻咽喉科クリニック

伊藤内科医院

河面内科医院

甲斐内科・漢方内科クリニック

笹尾クリニック

金林耳鼻咽喉科

おおうち病院

杉本クリニック

土井内科・神経内科クリニック

いずみ整形外科・せぼねクリニック

瀬戸のまち統合治療院

竹内　仁志

長井　敏弘　

川堀　勝史　

竹岡　秀生　

和田　秀毅　

中谷　玉樹　

佐々木和明　

川崎　雅也　

上綱　雅一　

藤村　憲崇

正路　　晃

秋本　成宏

米川　　智

広沢　秀泰

4回生

6回生

8回生

9回生

10回生

17回生

20回生

24回生

26回生

28回生

29回生

30回生

31回生

37回生

竹内クリニック（外・胃・内）

医療法人ハンス

三渓会  川堀病院

東雲クリニック

和田耳鼻咽喉科

なかたに外科・在宅クリニック

佐々木外科整形外科医院

川崎産婦人科

かみつな内科医院

医療社団法人藤村医院

広島駅前泌尿器科クリニック

医療法人てっせん会　あきもと皮膚科　リハビリ整形外科

広島厚生病院

ひろさわ内科駅前クリニック

宮脇　修二　

藤浪　一宏　

天野　幹三　

川瀬　　清　

井上　寛己　

信原　宏礼　

佐藤　悟朗　

大上　泰典

新田　哲也

蜂須賀　晋

永田　　健　

5回生

5回生

9回生

12回生

21回生

21回生

23回生

27回生

30回生

34回生

35回生

宮脇耳鼻咽喉科医院

藤浪医院

醫療法人 齊和會 廣島クリニック

川瀬内科・循環器科

医療法人晴風会　井上内科胃腸科

くすの木クリニック

こころホスピタル草津

医療法人社団 博美医院

新田小児科医院

医療法人 蜂須賀整形外科

医療法人社団 永慈会 永田クリニック

大中　稔文　

國本　　優　

原田　昌彦　

向井　　聖

大江　　健　

水入　康弘　

田代　　亨　

前田　元朗　

辰上　雅名

三上　友明

山崎啓一郎　

11回生

15回生

17回生

21回生

22回生

22回生

22回生

23回生

27回生

29回生

30回生

大中内科医院

耳鼻咽喉科くにもと医院

医療法人社団三矢会原田医院

向井眼科

おおえクリニック

水入皮フ科クリニック

医療法人社団　田代耳鼻咽喉科医院

前田皮ふ科医院

辰上内科医院

医療法人社団さつき会三上整形外科

山崎整形外科内科クリニック

中西　重清

白石　正治

今田　岳男

加藤　寿陽

西山　賢治

井口　雅之

木ノ原周平

3回生

7回生

16回生

16回生

25回生

28回生

32回生

中西内科

白石眼科ペインクリニック

医療法人社団ライフアスリート高陽整形外科クリニック

かとう整形外科スポーツ運動器クリニック

西山整形外科胃腸科

医療法人仁医会　井口医院

木ノ原内科小児科医院

林　　和成　

小田　　薫　

桧田　　泰　

今井　崇勝　

2回生

10回生

24回生

25回生

林クリニック

小田医院

医療法人社団初仁会桧田病院

今井耳鼻咽喉科医院

畑川祐一郎　

根石　泰徳

20回生

26回生

畑川小児科医院

医療法人社団泰山会根石医院

金谷　雄生　

浜村　宣宏　

上田　直之　

小澤　　敦　

山村　基成　

水入　寛純　

松岡　龍雄　

新本　卓也

山崎慎太郎　　

9回生

15回生

21回生

21回生

22回生

25回生

26回生

28回生

44回生

金谷医院

浜村耳鼻咽喉科

上田耳鼻咽喉科

小沢医院

山村眼科

医療法人水入クリニック

広島第一病院

新本クリニック整形外科

医療法人たかまさ会　山崎病院

広島城北学園・城北生にエールを送ります
医学部・医科大学入学者並びに歯学部・歯科大学入学者を紹介しお祝い申し上げます。

広島城北医会　　　会長　長井　敏弘（６回生）
広島城北歯科医会　会長　平岡　弘光（17回生）

順不同・敬称略（資料は広島城北高校より）

医学部進学者　　原　春輝（大阪医薬大学）、藤本　晃毅（大阪公立大学）、藤田　幸也（広島大学）、山崎　璃久（福岡大学）、
　　　　　　　　村山　瑠生（川崎医科大学）
歯学部進学者　　髙島　慶一郎（愛知学院大学）

河瀬　　徹　

平昭　浩司　

梶梅　輝之　

藤東　淳也

3回生

7回生

22回生

22回生

瀬戸ハイム内科

南海田病院

向洋こどもクリニック

産科・婦人科　藤東クリニック

釈舎　龍三　

田村　　淳

12回生

21回生

医療法人妙好会ときや内科

田村医院

清光　六郎　

長井　敏弘　

宮河真一郎　

鼻岡　新治

木村　真大

3回生

6回生

17回生

27回生

41回生

せいこう胃腸科外科

医療法人ハンス 宮内総合クリニック

みやがわ小児科医院

鼻岡内科医院

きむら内科小児科医院

埜田　和之

武島　裕爾

舛本　法生

15回生

18回生

24回生

のだ医院

アソカの園　武島医院

ますもと乳腺クリニック

黒澤　逸郎

菅田　宗樹

井之川宗右

渡部　泰輔

8回生

23回生

28回生

36回生

黒澤波多見診療所

医療法人社団たつき会菅田医院

井之川眼科医院

渡部耳鼻咽喉科医院

増田　幹雄　

中村　眞己　

香川　佳博　

佐々木龍司

1回生

2回生

3回生

9回生

増田ファミリークリニック

中村医院

佐々木クリニック

医療法人かどます　佐々木医院

浅野　　稔 12回生 浅野内科医院

瀬川　昌弘 32回生 医療法人社団　せがわ会　千代田病院

林　　　充　

国原玄一郎　

小山　晋一　

戸谷　誠二　

3回生

3回生

22回生

24回生

林医院

国原医院

こやま整形外科・内科クリニック

聖仁会戸谷医院

小川　徹郎　

野村　俊也　

岡崎　哲和　

藤谷　　薫　

箕岡　康明　

松尾洋一郎

2回生

6回生

15回生

19回生

23回生

24回生

医療法人輝眸会 小川眼科

医療法人野村内科医院

医療法人社団岡崎医院

医療法人社団藤翠会　藤谷クリニック

医療法人源仁会　箕岡内科医院

松尾整形外科リハビリクリニック

市川　　勉　27回生 内海町いちかわ診療所

高亀　良治　

宮野　良隆　

西　　俊雄

5回生

6回生

8回生

医療法人社団樹良会高亀医院

（医）みやの耳鼻咽喉科

（医）西医院

藤井　　温 12回生 医療法人社団藤井医院

砂堀　　亨 6回生 医療法人社団砂堀医院

廿
日
市
市

山
県
郡
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広島城北歯科医会  会員 診療所 広島城北歯科医会  会員 診療所 

西

区

山田　俊二 山田歯科医院

小林　讓治 せいぶ歯科医院

宮脇　博正 宮脇歯科医院

田中　亮三 旭橋歯科クリニック

角田　達彦 角田歯科医院

佐久間光俊 佐久間歯科医院

田村　秀文 田村歯科医院

前田　哲也

山根　一芳

マエダ歯科医院

K’sデンタル

南

区

小早川　靖 小早川歯科医院

二反田淳二 二反田歯科クリニック

中本　雅志 中本歯科医院

河原　利哉 かわはら歯科クリニック

区
南
佐
安

吉光　博史 吉光歯科医院

谷口　雅昭 谷口歯科医院

井上　義久 あおば歯科

原田　美彦 原田歯科医院

吉見　卓史 よしみ歯科クリニック

区
北
佐
安
佐々木　敦 佐々木歯科医院

山崎　　浩 山崎歯科クリニック

石橋　昌彦 いしばし歯科医院

宇都宮　誠 うつのみや歯科

区
伯
佐
谷口　洋平 谷口歯科クリニック

大原　将史

林　　英貴

おおはら歯科クリニック

アルパカこども矯正歯科

上記は、広島城北学園卒業生より、歯科医師で構成される広島城北歯科
医会に令和6年5月末現在で加入している会員です。
広島城北学園卒業生で歯科医師であればどなたでも加入ができますので
加入ご希望の方は能美歯科医院（TEL：082-228-2881）までご連絡下
さい。

堤　　光仁 堤歯科医院

竹丸　暁生 たけまる歯科医院

立野　義雄 立野歯科医院

立野　治雄 たての歯科クリニック

桂　　啓介 桂歯科医院

貞岡　道也 貞岡歯科医院

黒岩　理暢 黒岩歯科医院

片岡　雅英 片岡歯科医院

西田　弘明 ひろ歯科医院

安田　一彰 安田歯科医院

山崎　一義 やまさき歯科医院

森本　英樹 森本歯科医院

黒瀬　　済 黒瀬歯科医院井原　　良 第 2井原歯科医院

三登　龍郎 三登歯科医院

中

区

石本　勝三

今井　正人

森野　　茂

中村　隆一

前田　羊一

花岡　宏一

石田　一輝

伊藤　剛志

加藤　千季

10回生

11回生

12回生

20回生

21回生

29回生

34回生

35回生

38回生

石本歯科医院

いまい歯科医院

森野歯科医院

中村歯科クリニック

前田歯科医院

花岡矯正歯科クリニック

じぞう通り歯科こども歯科

GOSI矯正歯科

かとう歯科医院

東

区

三善　陸朗 三善歯科医院

山村　　剛 山村歯科医院

津谷　敏樹 津谷歯科医院

平岡　弘光 平岡歯科医院

山崎　和広 山崎歯科医院

能美　和基 能美歯科医院

加藤　正昭 かとう歯科・矯正歯科

市
道
尾

市
山
福

市
呉

市
原
竹

市
次
三

市
田
高
芸
安

藤田　義典

郡
芸
安

市
島
田
江

【診療所開設なし】

2回生

7回生

川口　健二 川口歯科医院

舛本　　修 ますもと歯科医院

赤木　真一 あかぎ歯科医院

中丸　　茂 オリーブデンタルクリニック

栗栖　文夫

大井　尚志

栗栖歯科クリニック

JA広島総合病院歯科口腔外科

金田　竜典 医療法人　Dentiste-Innov ナタリーデンタル
クリニック・ナタリー歯科スマイル

市
市
日
廿

市
島
広
東

22回生

13回生

9回生

19回生

21回生

43回生

18回生

5回生

5回生

10回生

17回生

21回生

22回生

27回生

3回生

【大学勤務】
吉本　哲也 38回生

5回生

3回生

9回生

12回生

13回生

13回生

17回生

19回生

28回生

7回生

6回生

10回生

14回生

出﨑　義則 出崎歯科医院23回生

9回生

11回生

29回生

17回生

13回生

3回生

20回生

25回生

4回生

13回生

17回生

19回生

28回生

6回生

9回生

11回生

18回生

21回生

28回生

36回生

田中　謙一 田中歯科医院

野村　俊夫 野村歯科医院

7回生

12回生

壬生　孝志 MBフレンド歯科39回生

3回生

10回生

10回生

10回生

11回生

広島大学歯周病態学講座勤務（アメリカのインディアナ大学留学中）

区
芸
安

広島県の
調剤薬局

有限会社ミック
有限会社リガールミック・リガール グループ

広島市安佐南区祇園1丁目33-12  TEL.082-962-3330  FAX.082-962-3331
ホームページ http://www.mikk-ligar.jp  Eメール mikk-ligar@bz03.plala.or.jp

ミック・リガールグループは広島市内を
中心に調剤薬局を19店舗展開してお
り、ご年配の方からお子様まで、気軽に
ご利用いただける地域の「かかりつけ薬
局」を目指しています。また、高齢者が安
心できる居住を担う薬局という観点か
ら、老人ホームやサービス付き高齢者向
け住宅などの福祉施設や個人宅を訪問
し、お薬の説明や管理などを行ういわゆ
る在宅事業にも、十数年前より積極的に
取り組んでいます。

MIKK  LIGAR  GROUP ミック会長・リガール代表取締役
松 本　一 郎（14回生）

ミック代表取締役
松 本　恭 明（40回生）

薬剤師
今 田　考 昭（14回生）

薬剤師
恵 南　義 孝（17回生）

薬剤師
斉 本　教 賢（14回生）

薬剤師
東 方　謙 治（28回生）

総務部
栗 光　貴 士（40回生）
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城北出身という強い絆で医業をバックアップ
� 広島城北医会　会長　長井　敏弘（ ６回生）

広島城北医会並びに広島城北歯科医会　講演会・総会・合同懇親会
� 広島城北歯科医会　加藤　正昭（27回生）

　令和 ７年11月1５日（土）午後 ７時から「広
島アンデルセン」にて広島城北医会及び広
島城北歯科医会の合同懇親会が行われた。
懇親会に先立ち、午後 ６時より「捨てて得
る～仕事、介護から得た学び～」と題し
て、馬場のぶえ元広島テレビアナウンサー
による講演が行われた。講演では、自身の
目の病気での経験から、患者目線での医療
に対する思いを述べられ、また、病気を
きっかけに局アナを辞めフリーになったこ
とで、ラジオや落語といった新たな経験を
得られたことなどが語られた。さらに、母
親の介護の経験について紹介され、自宅介
護の苦しい状況から老人ホーム、グループホームの利用へと移ることで母親との関係性が改善されていったことなどが述
べられた。講演後、医会、歯科医会それぞれの総会が行われた。
　合同懇親会には、来賓として上野孝史理事長、佐伯祐司前同窓会会長、川村聡同窓会会長、中川耕治校長、山垣内俊行
副校長、大下弘教頭、馬場のぶえ氏の ７名を迎え、水入寛純医会理事の司会のもと盛大にとり行われた。
　まず長井敏弘広島城北医会会長の挨拶があり、 9４歳の原田康夫元広島大学学長が最高齢のテノールオペラ歌手としてギ
ネス世界記録に認定されたことに触れ、その元気に活躍されている姿から、高齢になっても精力的に各地に赴き、活動す
ることで、アンチエイジングの効果が期待されることが紹介された。次に平岡弘光広島城北歯科医会会長は、まず医会・
歯科医会合同懇親会への多数の参加に感謝を述べられ、また、 10月の本部同窓会の懇親会での他業種との交流の意義深さ
を語られ、より一層の参加をと呼びかけられた。続いて上野孝史理事長、佐伯祐司前同窓会会長、川村聡同窓会会長、中
川耕治校長から来賓挨拶があり、体育館の建て替えやサッカーグラウンドの改修など今後も学園を発展させていくための
計画について話された。
　その後、田中宏卓医会副会長の乾杯の発声があり歓談に移行した。皆お酒も入り、同期の友人だけでなく医療分野で活
躍する先輩、後輩との楽しい会話が弾み、終始和やかな雰囲気の中進行した。最後に全員で校歌斉唱をし、能美和基歯科
医会副会長の閉会の辞を以って閉会となった。

　広島城北医会は、４0年以上も前、広島城北高校出身の医師10名が集まり広島城北医会を
結成したのが始まりです。現在は会員数５00名をはるかに超えています。毎年 ６月には広
島の著名な医師を迎えて学術講演会を行ったり、11月には広島城北医会と広島城北歯科医
会が合同で総会と懇談会を開催します。総会には80名を超える多くの城北出身の医師や歯
科医師が集まり、まずはゲストを迎えて講演、その後、飲めや歌えやの大騒ぎをします。
　今まで講演をしていただいたゲストは、弁護士や税理士などの法律・税務の専門家、音
楽家・美術家など芸術家、そしてオタフクソース会長など財界人、野球解説の池谷さんや
元広島テレビのアナウンサー馬場さんなどスポーツやテレビ業界人など多彩で、医学以外
の分野の様々な話題を講演していただき、時には、プロのバンドを呼んで演奏をしても
らったこともあります。
　広島城北医会の会員同士の結束力はとても強く、情報の交換や患者さんの紹介など、出身大学や出身教室を超えた、先
輩後輩、あるいは同級生同士の遠慮のない交流をしています。
　城北出身という男子校ならではの強い関係が、医師という仕事のバックアップをしていることは間違いありません。
　広島城北を卒業して医師になった方は、一度でいいので、広島城北医会の会合にご参加ください。お待ちしておりま
す。
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川村　聡（21回生）� アールジェイ株式会社　代表取締役

城北で過ごしたかけがえのない時間
　高校時代、私はアメリカンフットボール部に所属していました。部員は ３年生まで合わせても、20数名ほど
だったと思います。練習がつらいときもありましたが、先輩に吹っ飛ばされながら、汗と砂にまみれて練習する
ことは、決して嫌ではありませんでした。当時、広島でアメフト部がある高校は、城北、崇徳、山陽の ３校のみ
でした。先輩方の時代には強かった時期もあったそうですが、私たちの時代は弱小チームでした。100人以上の
部員がいる崇徳には、いつもコテンパンにやられていました。
　今思えば、当時の私はとても甘かったのだと思います。チーム全体のことも、自分自身の課題も、十分に見え
ていませんでした。もっと真剣にアメリカンフットボールを研究し、しっかり取り組んでいればよかったと、今
になって少し後悔しています。
　話は変わりますが、高校 1年生の頃、学校からアメリカの高校への短期留学の案内がありました。しかし私
は、英語を話す勇気がなく「自分には関係のないもの」として、その機会をやり過ごしてしまいました。 2年生
になり、アメリカから帰ってきた同級生たちを見ると、とても輝いて見えました。あのとき勇気を出してアメリカに行っていたなら自分
は今とは少し違う人生を歩んでいたのだろうか。そんなことを今でもふと思うことがあります。
　もっときちんと授業を聞いておけばよかった。英語をもっと勉強しておけばよかった。数学から逃げなければよかった。世界史の先生
の話をもっともっと聞いておけばよかった。振り返れば、いろいろな後悔があります。
　しかし、後悔していないこともあります。私はいわゆる「新生」ですが、中学 ３年生のときに「城北に行きたい」と思い受験したこ
と。毎日戸坂に通い、かけがえのない友人たちに出会い、高校時代の日々を楽しく過ごせたこと。素晴らしい恩師にご指導いただけたこ
と。今振り返ると、あの頃の時間がどれほど大切なものだったかを、あらためて感じます。
　社会に出てからは、「おお、お前も城北か」と声をかけ、助けてくださる多くの先輩方に出会いました。広島だけでなく、日本全国、
そして世界で活躍する城北生がいることは、私にとって大きな財産です。これからも城北健男児としての誇りを胸に、日々精進してまい
りたいと思います。
　母校・広島城北高等学校の今後ますますの発展を、心より願っております。

　 表 紙 の 人 　

城北歯科医会の歴史と現状
� 城北歯科医会　会長　平岡　弘光（17回生）

　我が城北歯科医会の会長を拝命してから、早いもので ６年の歳月が流れました。
　この間、新型コロナウイルス感染症の影響により、約 2年間にわたり活動の自粛を余儀
なくされるという、かつて経験したことのない困難な時期もございました。しかしそのよう
な状況下におきましても、総会の開催をはじめ、医会との合同懇親会（昨年はアンデルセ
ン宴会場にて約５0名のご参加をいただき開催）、母校での歯科検診への協力、さらにはコロ
ナ禍における消毒剤の寄付など、微力ながら母校と地域への貢献に努めてまいりました。
　現在、城北歯科医会の会員数は220名を超え、医会においてはその倍にあたる４４0名を超
える規模となっております。歯科医師に限って申し上げれば、広島県内の開業歯科医師の
およそ 1割を占めるまでに成長しており、その存在意義と責任の大きさを改めて実感して
おります。
　さて、城北歯科医会の発足を振り返りますと、約2５年前にその歩みが始まりました。当
初は歯科医会単独での活動としてスタートいたしましたが、発足からほどなくして、母校
での学校歯科検診の折に医会の先生方との何気ない会話から「ぜひ合同で活動しよう」という機運が生まれました。そこ
から今日に至るまで、合同懇親会、合同学術講演会、理事会、合同ゴルフコンペ、さらには学園祭でのブース出展など、
実に多彩な交流と協働を積み重ねてまいりました。
　中でも、現在も続く同窓会ゴルフコンペは、もともと医会・歯科医会合同によるゴルフ場貸切開催から始まり、その
後、同窓会全体を巻き込む形へと発展したものであり、私どもの結束と交流の象徴ともいえる取り組みでございます。
　広島県内には、他校の同窓組織にも歯科医会は存在いたしますが、これほど長きにわたり医会と歯科医会が緊密に連携
し、継続的な活動を展開している例は極めて稀であると存じます。この誇るべき伝統を、ぜひ今後も大切に育んでまいり
たいと願っております。
　また、城北同窓会とのご縁におきましては、私自身も約10年にわたり城北学園同窓会の副会長を務めさせていただきま
した。現在も医会の先生が副会長としてご尽力されており、同窓会・医会・歯科医会の間には深い信頼と親睦の絆が築か
れております。こうしたつながりを今後もより一層強固なものとしてまいりたいと考えております。社会が大きく変化
し、男子校という存在そのものが時代の波の中でその在り方を問われる時代となりました。しかしだからこそ、我々が青
春時代に学んだ城北の精神、古き良き伝統、そして健やかで志ある男子を育てる教育の価値は、今なお大きな意味を持つ
ものと信じております。医会・歯科医会が力を合わせ、その魅力と精神を次代へと継承していくため、引き続き微力を尽
くしてまいりたいと存じます。
　そして最後に少し本音を申し上げますと、こうした活動の根底には、懐かしい学園時代の思い出を語り合いながら、男
同士で世代や職業を超えて旧交を温める喜びがございます。私自身、今なお年に一度、世代、職業を超えて20名ほどの仲
間たちと集い、青春時代の話に花を咲かせる時間を何より楽しみにしております。
　母校とは、時を経てもなお、人と人との絆を結び続けてくれる、かけがえのない場所なのだと、しみじみ感じております。



Shiroyama  No.48

8

同窓生だより

19回生 還暦同窓会を終えて
～変わらぬ絆と、それぞれの「今」～

吉川　英司（19回生）
　 新 緑 が 眩 し い
202６年 ５ 月 2 日、
私たち広島城北高
校19回生は、人生
の大きな節目であ
る「還暦」を祝う
同窓会を開催いた
しました。会場に
は懐かしい顔ぶれ

が集まり、互いの変わらぬ笑顔に、一瞬にして40年以上
前の「城北生」へと引き戻されるような、温かくも熱い
時間を過ごしました。
　今回の幹事を務めてくれたのは、現在も母校である広
島城北高校に教職員として勤務しているメンバーでし
た。日々、後輩たちの成長を支えながら、かつての自分
たちが過ごした学び舎で多忙ながら同窓会の準備を進め
てくれ本当に感謝しております。
　10年前、５0歳の節目にも同窓会を実施しましたが、今
回は当時と比べて参加人数が少し減ってしまったという
現実もありました。年月の経過とともにそれぞれの事情
が重なり、集まることの難しさを感じ、少し残念な思い
もありました。しかし、いざ幕が上がれば、会場の熱気
は人数以上のものがありました。
　還暦を迎えた19回生の現状は、驚くほど多種多様で
す。企業の第一線で責任ある立場として活躍し続けてい
る者、定年を迎え「第二の人生」に向けて新たな趣味や
活動に踏み出した者。そして驚くべきことに、まだ生ま
れたばかりのお子さんを抱え、これからまさに子育ての
真っ最中だというパワー溢れる同級生もいました。
　「最近はどう？」という何気ない問いかけから始まる会
話は、健康の話題から仕事の苦労、そして子育てや孫の
自慢まで多岐にわたりました。どのような立場であって
も、言葉を交わせばあの頃の「仲間」に戻れるのは、城北
での濃密な日々があったからこそだと確信しています。
　会は終始、懐かしさと笑い声に包まれ、大盛会のうち
に幕を閉じました。二次会は私の第二の職場である夜の
『最上段』にて開催。
　みんな年甲斐もなく久しぶりに夜中まで語り合いまし
た。今回参加できなかったメンバーも含め、19回生の絆
はこれからも続いていきます。この節目を糧に、それぞ
れがまた新しい人生のステージを歩み始め、次回の再会
でより深みを増した話を語り合えることを、心より楽し
みにしております。
　最後になりますが、私たちの成長を見守り続けてくれ
る母校の益々の発展を祈念して、還暦同窓会の報告とさ
せていただきます。

高校野球部同窓会
『第 1 回 いーやんを囲む会』

古葉　隆明（22回生）
　高台にあるグラウンドに響く金属バットの
音、仲間と声を掛け合いながら白球を追い
続けた日々。弱小ながら甲子園を目指して
（ 3 年連続一回戦敗退泣）高校野球部で

過ごした時間は、私にとって今振り返っても人生の原点であ
り、かけがえのない青春であったと感じております。学業面
におきましては、坂下吉正先生をはじめ、小林淳先生など多
くの先生方に多大なるご迷惑をお掛けしましたが、現在では
それも含めて大切な思い出として心に刻まれております。
　少し前になりますが、21回生から2４回生の有志のメンバー
で、野球部同窓会『第 1回 いーやんを囲む会』を「お好み
焼みっちゃん総本店 じぞう通り店」にて開催したことを報告
させていただきます。当時ご指導いただいた監督の石垣璋先
生ならびに部長の小田政典先生にもご臨席を賜り、総勢1６名
が卒業以来3７年ぶりに旧交を温める貴重な機会となりました。
　久方ぶりの再会ではありましたが、顔を合わせた瞬間に
当時の記憶が鮮やかによみがえり、時間の隔たりを感じさ
せない和やかな雰囲気の中で会は進みました。試合の思い
出や日々の練習、当時の出来事（紙面では到底語ることが
できない笑）などが次々と語られ、尽きることのない話題
に、改めて同じ時代をともに過ごした仲間の存在の大きさ
を実感いたしました。それぞれが異なる分野で活躍しなが
らも、こうして再び集い、当時を振り返ることができること
は、誠に意義深いものであると感じております。
　部活動を通して培った努力や仲間との絆は、社会に出て
からも生き続ける確かな力です。野球部に限らず、さまざま
な部活動に励む城北健男児の皆さんにも、仲間とともに挑戦
し続けていただきたいと願っております（現役生がこの文章
を読むことはないと思いますが…）。多少遠回りをしたとして
も、後に振り返れば、それもまた貴重な経験となるはずです。
　現在、私は東京国際大学の教員として、アスリートのセカ
ンドキャリア、スポーツ経営やコーチングについて研究して
おります。また、父竹識（元カープ監督）が監督、私が助監
督として200６年から2018年まで同大学硬式野球部の指導に
も携わりました。今回の同窓会を通じて、改めて母校への感
謝の念を深めるとともに、このつながりを今後も大切にし、
次の世代へと継承していく必要性を強く感じた次第です。
　次回は、21回生の還暦祝いを兼ねて開催予定です。興味
のある野球部OB（途中退部者もOK）は是非ご一報ください。
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神職の家に生まれて
広島東照宮　権禰宜 

久保田　峻司（40回生）

　ここ数年ですっかり様相を変えた
広島駅。その北側、二葉の里に鎮座
する広島東照宮で、私は神職をして
います。境内の中にある家で生まれ
育ち、幼い頃から祭の手伝いをして
きましたが、多くの方にとって神社
や神職は馴染みが薄い存在かもしれ
ません。よく「神社とお寺の違い」

を聞かれますが、神社は神
しんとう

道、お寺は仏教で、宗教その
ものが異なります。神道は教祖や経典を持たず、日本人
の暮らしや慣習と深く結びついてきた点に特徴がありま
す。一方で、全国に約八万社ある神社に対し、神職は約
二万人しかおらず、地方では一人の宮司が数十社を兼務
することも珍しくありません。神社界でも過疎化や後継
者不足は大きな課題となっています。
　さて、徳川家康公をお祀りする東照宮が何故広島にあ
るのか問われることがあります。慶安元年（1６４8）に広
島東照宮を創建した広島藩主浅野光

みつあきら

晟公は、生母が家康
公の三女・振

ふりひめ

姫で、家康公の孫にあたります。そのため
造営には大変熱心で、かつては「観望の美麗なるは、毛
利氏広島に築城以来第一」と云われるほど豪華絢爛な社
殿が建ち並び、多くの崇敬を集めていました。原爆によ
り主要社殿は焼失しましたが、本地堂や唐門翼廊などの
瓦葺建築は焼失を免れ、被爆建物・広島市重要文化財と
して江戸初期の姿を今に伝えています。
　広島は城下町として栄えた歴史がありますが、原爆に
よって多くを失い、江戸時代の文化を実感できる機会は
少ないのが現状です。そのような中、平成2７年（201５）、
幕末の混乱や相次ぐ戦争により二百年途絶えていた東照
宮の神

み こ し

輿行列「通
とお

り御
ご さ い れ い

祭礼」が復活しました。これは家
康公薨

こう き ょ

去後五十年ごとに行われた祭礼で、文化12年
（181５）には二千人規模の行列が広島の町を練り歩いた
記録が残っています。次回の予定は令和４７年（20６５）で
すが、平和な時代にしか行えなかったこの伝統行事を継
承していくため、昨年復活から十年、被爆八十年を機に
新たな実行委員会を立ち上げ、大

お お み こ し

神輿や花車を中心とし
た「広島神

み こ し

輿行列」を斎行しました。約三百人が時代装
束をまとい、東照宮から饒津神社までを往復する姿は、
多くの方に広島の平和と歴史を感じていただく機会に
なったと思います。
　広島県においては、転出超過のニュースが毎年のよう
に取り上げられます。原爆の悲惨さと、広島の華やかな
歴史を継承する神社の神職として伝統文化を発信してい
く事で、広島がより魅力的で誇れる街になっていくため
の一助となれればと思います。

一人はみんなのために、 
みんなは一人のためになにかをしよう

山下　竜一（42回生）
　ちょうど20年前の200６年度に卒業
し、この度、同窓会報を寄稿するこ
ととなりました山下竜一と申しま
す。改めて広島城北学園で過ごした
６年間を振り返れば、野球ばかりし
ており、高校 3年生の夏に、広島県
選手権大会でベスト 8に入ったこと
がとても懐かしく感じます。

「一人はみんなのために、みんなは一人のためになにか
をしよう」
　この言葉は、当時の大下弘監督のもと、中学 3年間打
ち込んだ野球部で、練習前に部員全員で唱えていた言葉
の一つであり、当時はなんとなく唱えていた言葉も、大
人になり、会社経営や様々な団体で活動をさせていただ
く中で、日々、心がけている “決して主語が自分になっ
てはならない” という考え方と通じるものがあると感じ
ます。
　202６年度は、一般社団法人広島青年会議所の理事長を
務めており、様々な企業の経営者を中心としたメンバー
とともに活動しています。広島のまちのため、ひとのため
に、様々な事業を行うなかで、広島のまちの様々な魅力
やひとの温かさに気づくことができました。特に、広島
を代表する祭典 “ひろしまフラワーフェスティバル202６”
の実行委員長を務めさせていただいた際には、3日間、
多くの来場者の皆さまに楽しんでいただくため、そして
なにより、広島が掲げる平和文化をどのように世界に発
信していくのか、運営に関わる皆様と考える中で、学生
時代に当たり前のように遊びに出かけていたフラワー
フェスティバルの新たな魅力に気づくことができたように
思います。
　改めて広島城北学園という母校のすごさを感じるの
は、様々な活動をする中、県内各地で、広島城北学園の
諸先輩方と本当によく出会い、様々なご縁をいただいて
いることです。どこに行っても必ず広島城北学園の諸先
輩方がいらっしゃるのは、心強く、ありがたい限りです。
　諸先輩方が築いてきた広島城北学園の卒業生としての
誇りをしっかりと受け継ぎ、私自身の目標に向けて成長
し、次の世代にバトンを渡せるように努力してまいりま
す。



Shiroyama  No.48

10

夢
―広島のシンボルとなる舞台へー

源　秋策（46回生）

　４６回生の源秋策と申します。
　現在は広島と東京を拠点に、CMやドラマの映像監
督・演出、舞台プロデュースなどの活動を行っていま
す。中でも、自身が携わるショートドラマ集団「こねこ
フィルム」では、SNSを中心に多くの作品が反響を呼
び、日々作品づくりに向き合っています。

　もともとは保険
会社に勤める会社
員でした。しかし
コロナ禍をきっか
けに、「地方都市
にこそエンタメが
必要なのではない
か」と強く感じる
ようになりました。

夢を追う若者が東京へ出ていく現実、地方では役者として
生き続けることが難しい現実を目の当たりにし、自分に何
かできることはないかと考えるようになりました。
　その想いから、2023年より広島で舞台プロジェクト
「ONE VOW produce」を立ち上げ、“広島で役者が夢
を持ち続けられる環境を作ること” を使命として活動し
ています。
　現在、私はこうの史代先生原作の舞台『⼣凪の街 桜
の国』を、広島を象徴する舞台作品へ育てたいと考えて
います。広島は世界でも特別な記憶を背負った街です
が、被爆体験を直接語れる語り部の方々は年々少なく
なっています。だからこそ、これからは広島の役者たち
が “表現” という形でその記憶を受け継ぎ、次世代へ届
けていく必要があるのではないかと思っています。
　202５年公演では７00枚のチケットが即日完売し、多く
の方にご来場いただきました。次回は202６年 8 月29日～
30日に広島県⺠文化センターにて ６ 公演を予定していま
す。将来的には、年間300公演。
　修学旅行で広島を訪れる子どもたちにも届く作品へ育
てていきたいと考えています。
　もちろん、その道のりは簡単ではありません。それで
も、広島から全国、そして世界へ届く作品を作り続けた
いと思っています。
　城北では、“勝つことへの執念” と努力を積み重ねる大
切さを学びました。今
こうして諦めず挑戦を
続けられているのは、
城北で過ごした日々が
礎になっているからだ
と思います。
　もしこの記事を通し
て少しでも活動に興味
を持っていただけたな
ら、ぜひ劇場に足を運
んでいただけると嬉し
いです。広島の未来の
エンタメに、どうかご
注目いただけましたら
幸いです。

創部60周年 OB会発足30周年 記念式典
広島城北高等学校サッカー部 

岩井　竜彦（24回生）

　このたび、広島
城北高等学校サッ
カー部は創部六十
周年という大きな
節目を迎え、去る
1 月 3 日、リーガ

ロイヤルホテル広島において記念式典並びに祝賀会を開
催いたしました。当日は、上野理事長はじめ学校関係
者・歴代顧問や恩師・OBなど約1５0名もの皆様にご参加
いただき、世代を超えた交流の中で、六十年の歩みを振
り返る盛大な会となりました。
　また、本年はサッカー部OB
会発足三十周年という節目の年
でもあり、広島城北サッカー部
に連なる人たちが一体となって
この記念事業を実施できたこと
は、大変意義深いことであった
と感じております。平成の初めに発足したOB会は、歴
代卒業生同士の親睦を深めるだけでなく、現役選手への
支援や学校との連携を続けながら、「最上段魂」の伝統
を支える大きな存在として歩みを重ねてまいりました。
　19６４年の創部以来、広島城北高等学校サッカー部は、
「サッカーを通じて人が育つ」という理念のもと、多く
の仲間たちによって歴史を紡いでまいりました。勝利を
目指して汗を流した日々、厳しい練習を乗り越えた経
験、仲間と喜びや悔しさを分かち合った時間は、卒業後
も人生の礎として、それぞれの胸に深く刻まれているこ
とと思います。社会のさまざまな分野で活躍するOBた
ちが、今なお「広島城北サッカー部で学んだことが自ら
の原点である」と語る姿に、このクラブの持つ可能性の
大きさを感じます。
　祝賀会では、懐かしい写真や映像を通して各時代の思
い出が紹介され、会場のあちらこちらで「久しぶりじゃ
ね」「あの試合を覚えとるか」と笑顔あふれる再会の輪が
広がりました。歴代の先生方からは、長年にわたる指導
への思いや、サッカーを通じた人間教育についてのお話
をいただき、改めて本校サッカー部の伝統と歴史の重み
を感じる機会となりました。まさに「継続は力なり」を
実感する、還暦にふさわしい感慨深い一日となりました。
　近年、少子化や部活動を取り巻く環境の変化など、学
校スポーツにはさまざまな課題があります。しかし、六
十年にわたり先輩方が築き上げてこられた「最上段魂」
の精神、そして三十年にわたりOB会がつないできた絆
は、これからも変わることなく受け継がれていくものと
確信しております。現役生、指導者、OB会が互いに支
え合いながら、次の世代へその伝統をつないでいくこと
が、今を生きる私たちの役割です。
　最後になりましたが、これまでサッカー部並びにOB
会を支えてくださったすべての皆様に、心より感謝申し
上げます。そして創部七十周年、さらには百周年へ向け

て、広島城北高等学校サッカー部
がさらに発展していくことを願っ
ております。今後とも変わらぬご
支援、ご声援を賜りますようお願
い申し上げます。
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相談役　上 野   孝 史（５回生）

広 島 城 北 高 等 学 校 同 窓 会 報
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広 島 城 北 高 等 学 校 同 窓 会 報

パナソニック空調機サービス指定店
ＧＨＰ・吸収式・ＰＡＣ

ジェーシーエンジニアリング株式会社

代表取締役 大 沢 繁 治（第２回生）

広島市東区戸坂千足２丁目３－１０
TEL:０８２－５１６－１１６６　FAX:０８２－５１６－１１８８

垣見　泰介（47回生）奥本　次郎（20回生）木曽真理行（１回生）

橋・トンネルの点検・調査・設計

㈱ＣＳＣ

社員募集中
０８２－２０８－３５００

広島銀行平和大通り支店から南へ３軒目

取締役本部長
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広告出稿にご協力頂き感謝いたします

理事  新谷　哲章
（６回生）

〒734-0052　広島市南区堀越1-8-14
Tel/（082）890-2226　Fax/（082）890-2227

Cell/（090）3744-6978　E-mail/ts-shintani@cowa.ed.jp

学校法人 幸和学園
学校法人 信愛学園

小早川歯科医院

小 早 川 　 靖
（7回生）

〒734－0023 広島市南区東雲本町2－5－17
ＴＥＬ 082－282－7280
ＦＡＸ 082－282－2471

藤井酒造株式会社
広島県竹原市本町3-4-14

取締役会長　藤井善文（8回生）
製　造　部　藤井雅夫（17回生）
製 品 部 長　藤井達夫（17回生）　

（ 9回生）

ウイスキー文化研究所認定
ウイスキーエキスパート（ＷＥ0735）
ラム・コンシェルジュ

株式会社　河 崎 組
広島市東区牛田新町２丁目４番19号　TEL.082-228-2288（代表）

代表取締役社長

内科・消化器科・呼吸器科
医療法人社団

金 谷 医 院
院　長　金  谷  雄  生（9 回生）

〒732-0029 広島市東区福田 1 丁目 724－1
TEL 082－899－8000　FAX 082－899－7011

会長
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山陽鍍金工業株式会社

河 中 　 清
（10回生）

代表取締役社長

〒736-0082
広島市安芸区船越南4丁目14番17号
ＴＥＬ 082‒823‒4258
ＦＡＸ 082‒823‒4969
ＵＲＬ http://www.sanyo-mk.co.jp
Ｅ-mail k.kawanaka@sanyo-mk.co.jp

（一社）広島県建築士事務所協会会員
一級建築士事務所

常勤顧問

〒730-0042
広島市中区国泰寺町1-8-30 SHビル
TEL ：（082）243-5555
FAX ：（082）243-5556
ホームページ ： http://www.kindaisc.jp
Email ： aoki＠kindaisc.jp
携帯電話 ： 070-5309-8730

青 　木  　太（12回生）

株式会社  近代設計コンサルタント

石本　修二

株式会社 インテレッセ

（12回生）

代表取締役

〒７３４‒００５５
広島県広島市南区向洋新町２‒９‒３５
０８２‒２８１‒８０８８
【広島県子育て支援店　登録一号店】
各種新車／中古車販売・自動車保険・車検･板金

有限会社 ADAGIO
（ ア ダ ー ジ ョ ）

代表取締役　田 中 　 修
（12回生）

〒730－0813 
広島市中区住吉町16番20号広発ビル 4 F
TEL 082-543-6524  FAX 082-543-6525
E-mail adagio11@nifty.com  URL http://adagio11.com

－不動産コンサル・売買・仲介－

（12回生）

広島県知事（10）第5650号

取締役会長

8 回生　田川耕治

ＣＤ・ＤＶＤ・ＬＰ・
ゲーム買取します。
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｒａｋｕｔｅｎ．ｎｅ．ｊｐ/ｇｏｌｄ/ａｕｃ‐ｓｔｅｐｒｅｉｋｏｄｏ/ｒａｋｕｔｅｎｋａｉｔｏｒｉ/ｋａｉｔｏｒｉ_ｒａｋｕｔｅｎ．ｈｔｍｌ

広 島 城 北 高 等 学 校 同 窓 会 報

弁 護 士　　久 保　豊 年 （12 回生）

上八丁堀法律事務所

〒730-0012
広島市中区上八丁堀 4番27号  上八丁堀ビル 2階
TEL（082） 228-8174
FAX （082）228-8195
honen@kami-hacchobori-law-office.com
http://kami-hacchobori-law-office.com/

取締役社長
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瀬野川カンツリー倶楽部
広島市安芸区畑賀町 1510-91
TEL 082-827-0211

矢野　俊一（10回生）

広告出稿にご協力頂き感謝いたします

（12回生）

下向  時弘代表取締役
Tokihiro Shimomukai

〒732-0804  広島市南区西蟹屋4丁目8-7
TEL （082）263-8111　FAX （082）263-8113

URL  http://www.carsogo.jp
e-mail  info@carsogo.jp

（16回生）

株式会社 カーソゴー

スズキ広島中央
小さなクルマ、大きな未来。

（マツダスタジアム前）

髙田　諭（17回生）

代表取締役

有限会社たかた屋
〒730-0035　広島市中区本通8-32　たかたやビル2F
TEL 082-248-1733　FAX 082-248-8536

〒730-0824　広島市中区吉島新町2-33‒3

（16回生）

代表取締役

村 上 勇 樹

TEL（082）245-2577㈹
FAX（082）245-2649

新車・中古車販売
車の車検場　社用車リースメンテナンス工場

第一モーター有限会社
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〒732-0052 広島市東区光町 2 - 5 - 3
第11平勝ビル 2階

ホームページ：http://hiraokadental.com/

天満町  林の餅
代表取締役 株式会社　林の餅　AM 8：00～PM 6：00 定休日　日曜日

広島市西区天満町 7-19（西郵便局前）  ☎（082）231-3484

創業 118年（明治 40年）
法事餅・お供え誕生餅・祝餅・赤飯

林　秀樹（18回生）

（19回生）

三原・信末特許事務所

信 末 孝 之
弁理士

（２0回生）

〒730－0013 広島市中区八丁堀15番8号
三菱UFJ信託銀行広島ビル6階
TEL（082）221－380 9
FAX（082）221－389 1 21回生

Energy Conpany
鳥井油業株式会社

代表取締役 鳥井　均城（16 回生）
● 本　　　　　　社
● 営　　業　　部
● グリーンセルフ宇品SS
● ホ ー ム ペ ー ジ

広島市南区宇品御幸4丁目14-13
広島市南区月見町2129-14
広島市南区宇品御幸3丁目16-1
https://torii-gr.com

TEL（082）255-4218
TEL（082）510-5811
TEL（082）258-6211

新しい未来をつくる。
自己紹介
【誕生日 ･石】
【学　　　歴】

【職　　　歴】

〈業 務 経 験〉
【資　　　格】
【好きな言葉】
【役　職　等】

金谷　晃一（かなや　こういち）
豊かで平和な未来のために。

　1965.5.26、エメラルド･翡翠
･高陽中学校　 ･狩小川小学校　卒業
･広島城北高等学校　　　　　　卒業
･広島大学　法学部　法学科　　卒業
･元マツダ㈱社員（第1営業本部中四国九州bk）
･ KANAYAｵﾌｨｽ㈱代表取締役（金融商品取引、各種コンサルティング）
･金融商品取引、資産コンサルティング、営業研修、塾講師、法律予備校教材作成 etc.
･ TOEIC855、英検準１級、フィナンシャルプランナー　【趣　　味】･読書、ジョギング
･空即是色　 ･我思我有　 ･自由と共感　　　　　　【座右の銘】･調和、誠実、勤勉
･小河原町麻下自治会会長　　　　　　 ･ 狩小川公衛協事務局長
･狩小川交通安全協会役員　　　　　　 ･ 広島市青少年指導員
･広島市安佐北区地域おこし推進委員　　 ･城北高校同窓会理事（19回生）

新しい未来をつくる。新しい未来をつくる。新しい未来をつくる。新しい未来をつくる。新しい未来をつくる。
KANAYAオフィス株式会社
KANAYA Office, Inc.
金融商品取引、各種コンサルティング

金谷　晃一
（19回生）

ライフ資産コンサルタント

代表取締役
president

Kana-ya Ko-ichi

TOEIC 855、英検準１級、フィナンシャルプランナー
〒739-1754　広島市安佐北区小河原町773-2

     050-3570-1578      082-844-0352      090-5262-1155      kuu-soku-ze-shiki@live.jp
狩小川学区町内自治連合会 会長、　小河原町自治連合会 会長、　高陽町商工会員

     050-3570-1578      082-844-0352      090-5262-1155      ku     050-3570-1578      082-844-0352      090-5262-1155      ku     050-3570-1578      082-844-0352      090-5262-1155      ku     050-3570-1578      082-844-0352      090-5262-1155      ku

ステントス
国 土 交 通 大 臣 　 H グレ ード 認 定 工 場
建設業許可番号　広島県知事（般 23）第5015号

山 本 泰 徳
代表取締役社長

〒734 0003 広島市南区宇品東2丁目1番22号
TEL  082-251-6458
FAX  082-251-0598
E-mail  ymym@stentos.com
HP  http://www.stentos.com

（18回生）

株式会社

〒730－0027 
広島市中区薬研掘３－16 伊藤ビル１F
TEL/FAX 082－246－7690
MOBILE 090－9501－0878
E－mail：b.1968.03.03@docomo.ne.jp

ワインバー　リュミエール

高木　晋二郎（21回生）

広 島 城 北 高 等 学 校 同 窓 会 報

メール：veryveryyuuki@docomo.ne.jp

コンパやパーティー
カープ観戦やバーベキューなど!
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有
限
会
社   

広

菱

冷

熱

空調・冷凍・工事・メンテナンス

代表取締役

〒739-1753
広島市安佐北区狩留家町1038－5
ＴＥＬ（082）８４４－２３０１
ＦＡＸ（082）８４４－２３０２
E-mail  koryoreinetsu@ybb.ne.jp

田　中　光　悦
（23回生）

広告出稿にご協力頂き感謝いたします

（23回生）

藤川　周二郎

藤川アルミ（株）
MADOショップ可部店

（23回生）

 　　　　　　　　　安佐北区可部南4–22–22

平本土地建物　有限会社

代表取締役

平本　和秀（23回生）
Kazuhide Hiramoto

〒735‒0006
広島県安芸郡府中町本町2丁目1‒9
TEL 090‒4574‒5183
FAX 082‒553‒0053

（23回生）理事長

〒733-0874

代表取締役 山　本　和　親
（23回生）

広島市西区古江西町１１－１５
ＴＥＬ（０８２）２７５－０１１２
ＦＡＸ（０８２）２７５－０５５５
携　帯 ０９０－７７７５－６８９０
E-ma i l : s e nmu＠kou s e i - i n d . j p

奥本松樹（19回生） 
〒739 - 0146　東広島市八本松飯田2丁目8番4号

https://chugokuseira.jp
https://m.facebook.com/chugokuseira/

営業支援Gr部長　村瀬康之（11回生）
宇品本店販売Gr　原田直樹（49回生）
五日市店販売Gr　岡崎佑樹（54回生）

広島国際空港 出向　木山　忠（21回生）
代表取締役会長CEO　松田哲也（22回生）

顧問　小林直哉（22回生）
グループ連携本部マネージャー　山本和男（22回生）

総務人事部人事Gr　梶谷正輝（47回生）
総務人事部総務Grマネージャー　山下直樹（32回生）
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河面内科医院

役職　院長
内科・糖尿病代謝内科

〒730-0043　広島県広島市中区富士見町5-6
Tel：082-249-5456　Fax：082-249-5520

iphone：090-2801-4502　Mail：kawadura@me.com
Web：http://www.koumo.jp/

河面　智之（23回生）

こう とも ゆきも
峰エステート

谷　峰　隆　宏
代表取締役

T A N I M I N E  T A K A H I R O

〒738-0026 広島県廿日市市上平良98番地
（西広島バイパス速谷交差点入口）
TEL（0829）38-5000㈹
FAX（0829）38-2100
携帯  090-3377-4624
MAIL  takasan@energy.ocn.ne.jp

（25回生）

有限会社

広島県知事免許（6）8385号

公益社団法人 全国宅地建物取引業協会会員
公益社団法人 広島県宅地建物取引業協会会員

落語家 善亭ぶ生こと
ぜんてい しょう

〒733－0032 広島市西区観音町13－10
FAX（082）293－9205

japan-t@ac.auone-net.jp

広島県知事登録第2-137号

☎（082）292-0005（代）
櫛 　 雅 之代表取締役 （26回生）
くし

水入クリニック

水 入　寛 純院　　長
医学博士

〒732-0062 広島県広島市東区牛田早稲田1丁目23-8
TEL：082-962-0216
FAX：082-962-0587
http://www.mizuiri-clinic.com

（25回生）

広 島 城 北 高 等 学 校 同 窓 会 報

広島市東区戸坂惣田2-5-18
Tel 082-220-5000

飲食店・食品工場の衛生管理業務
一般家庭の害虫・害獣駆除専門業者

有限会社七福

山路　英男（24回生）代表取締役
社　　　長

下のものをご使用ください

ケミカルとエネルギーで価値を提供する

三泰産業株式会社
代表取締役社長

事業開発部長 薬剤師

福永 芳顕 (26回生）

〒730-0053 広島市中区東千田町1-3-20

TEL(082)245-2241 FAX(082)245-2240

E-mail:y-fukunaga@santai.co.jp

http://www.santai.co.jp

美味焼肉・ホルモン・冷麺

広　一
ヒ　ロ  イ　チ

臼井　紀彦 （23回生）店主

〒７３1–0112  　 　　　　　　　　　　　　
広島市安佐南区東原1–16–3　リジット2  1階

TEL 082–874–1088
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東京都港区赤坂4-2-3（本社）

広島市中区大手町1-1-20（広島オフィス）他4ヶ所

東京 広島 名古屋 080-8380-8289
03-5468-7693

大野浦病院様（会長久保隆政様（30回生））では9名稼働中です！

外国人介護士・看護助手 をお探しなら、弊社にご連絡ください。

株式会社ケアサクラ

橋本謙太郎（31回生）代表取締役

大阪 福岡 熊本名古屋 大阪 福岡東京 広島 熊本

03-5468-7693

（26回生）

（29回生）

広告出稿にご協力頂き感謝いたします

高見製函株式会社

高見　仁（29回生）

代表取締役社長

代表取締役社長

賀　谷　誠　一（31回生）
Se i i c h i  K a y a

〒736-0084  広島市安芸区矢野新町 2丁目 3－20
TEL （082）884－0685（代） FAX （082）884－0693
URL：http://www.kaya-kg.co.jp/
E-mail：s.kaya@kaya-kg.co.jp

カヤ工業株式会社

仏壇・修理のご用命は　カープ仏壇でお馴染

【本願寺広島別院指定組合加盟店】

株式会社 木原仏壇店

代表取締役社長 木原　賢治（23 回生）

中区十日市町2丁目5-2 TEL 082-231-3875
http://kihara-butudan.com/

携帯 090-8711-3139
Ｅ‐ｍａｉｌ ｋ‐ｎｉｍｕｒａ＠ｎｅｏｓ‐ｇｒｏｕｐ．ｃｏ．ｊｐ

（24回生）二 村 一 弘
携帯 090-7775-7313
Ｅ‐ｍａｉｌ ｓ‐ｎｉｍｕｒａ＠ｎｅｏｓ‐ｇｒｏｕｐ．ｃｏ．ｊｐ

NEOSグループ
二村自動車株式会社
マツダオートザム安古市・スズキアリーナ沼田・スズキアリーナ五日市・ジープ広島・芸備自動車
オートショップネオス西風新都店・車買取専門店サンタ安佐南店・オートショップネオス安東店
アット鈑金倶楽部ネオス緑井・デントマスターズ広島・中神自動車工業

本社：〒731‐0143 広島市安佐南区長楽寺 2 - 6 -18
　　　TEL 082-878-8300　FAX 082-878-8392
　　　ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｅｏｓ‐ｇｒｏｕｐ．ｃｏ．ｊｐ/

（26回生）二 村 修 司

『共に満足、共に幸せ』を経営理念に車を通して、お客様に安全と快適さを提供します。

国産・輸入車の新車・中古車の購入・修理に関することは全て対応出来ます。お気軽に何でもご相談下さい。
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公認会計士／税理士

（31回生）
鳴  戸  崇  裕

株式会社 鳴戸経営サービス
〒730-0051 広島市中区大手町2-2-11
TEL（082）247-4073 FAX（082）243-8939
E-mail：narutokaikei@mbj.nifty.com

〒733-0037 広島県広島市西区西観音町4番1号
TEL 082-297-2022　FAX 082-234-3355
e-mail：e-hiraoka@eing.co.jp

土木・建築総合建設業

イーイング・コーポレーション株式会社

（31回生）平 岡 栄 作代表取締役

Hiraoka　Eisaku

代表取締役 川上　陽一郎（32回生）

広島市西区商工センター２-１２-１５
TEL 082-277-0488／ FAX 082-277-0489

〒733-0022 広島市西区天満町9番17号
電話（082）291-0001　Fax（082）232-1313

小  川  光  博（4回生）
小  川  智  久（32回生）

小  川  　  薫（6回生）
小  川  貴  裕（35回生）

小川電気通信株式会社

●ビジネスホン ●複合機 ●監視カメラ
●サーバー・PC ●放送設備 ●LAN配線工事

株式会社久保田本店
〒730-0033 広島市中区堀川町 1-14 レックスMB６階
TEL: 082-241-4128  FAX: 082-242-7210
E-Mail: koichi20kubota@gmail.com　　URL: http://www.kubota-honten.co.jp

久 保 田　耕 一
Koichi　KUBOTA

代表取締役
President

（32回生）

株式会社ＵＮＥＭＯＴＯ
プラスチック射出成形

（35回生）

（34回生）SKYコンサルティング株式会社
経済産業省 認定経営革新等支援機関

税理士法人

【本社】

【寿オフィス】〒730-0016 広島県広島市中区幟町9番17号 ことぶきビル2F
TEL・FAX: 082-224-6266

総勢55名の専門家集団で
顧問先をワンストップでサポートします。

中学受験から
大学受験まで
全科目指導型
一斉指導教室

PREFIX江波校 32回生吉田憲太郎

☟HP

☟ブログ 代表取締役

Seiichi Nakamura
中村　誠一 （34回生）

株式会社ポストごはんの里
〒736-0011 広島県安芸郡海田町寺迫2-3-33
TEL 082-821-4730　 FAX 082-824-4103
snakamura@gohannosato.co.jp
http://www.gohannosato.co.jp

広 島 城 北 高 等 学 校 同 窓 会 報

秦法律事務所

弁護士
海事補佐人 秦　洋二郎

〒730-0012
広島市中区上八丁堀 5番27号
アーバンビュー上八丁堀1102号
TEL：082-228-8185　FAX：082-211-0326
E-mail：yojiro@hata-law.jp

（33回生）
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オーナー福本 晃士(40回生）

〒731-0501 安芸高田市吉田町吉田393-8〒

akitakata.inn@gmail.com

安芸高田市吉田町吉田

akitakata.inn@gmail.com 090-9730-7211

スマートチェックイン型 一棟貸し宿 2026年OPEN

清酒本洲一醸造元

合名会社梅田酒造場

蔵人・営業 檜 山 篤 志
（旧姓：梅田）

広島市安芸区船越六丁目三番八号〒736-0081

TEL 082-822-2031 FAX 082-822-4128
携帯 080-1901-6028

http://www.honshu-ichi.com
e-mail:info@honshu-ichi.com（会社）

（40回生）

〒734-0011　広島市南区宇品海岸1-8-8 山陽海運広島ビル6F
TEL 082-255-0709　　FAX 082-255-0708
携帯 090-7370-3089

株式会社HGPK

石井　周（43回生）
小櫻　貴志（34回生）
代表取締役社長

広告出稿にご協力頂き感謝いたします

菅　泰晶（23回生）

菅　泰晶　（23回生）

菅　泰晶　（23回生）
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学園だより

教育実習を終えて
　はじめに、三週間（あるいは二週間）にわたりご指導いただきました先生方、　
そしてホームルームや授業で関わらせていただいた生徒の皆さんに、心よりお礼申
し上げます。
　私は今回の教育実習を通して、生徒の目線に立つことの大切さを学びました。授
業準備の段階では、自分では分かりやすいと思っていた説明や資料でも、生徒に
とっては理解しづらい部分があることに気づきました。教育実習生は、生徒に年齢
が近く、先生方よりも寄り添える存在であると考えていましたが、実際に授業や
ホームルームを担当する中で、生徒に最も近い立場でありながら、生徒の視点に立
ち切れていなかったことを痛感しました。
　授業中、生徒の発言や反応を十分に拾いきれず、自分が伝えることばかりに意識が
向いてしまう場面もありました。その経験から、教師には知識を教えるだけでなく、
生徒の考えを受け止め、共に学びを深めていく姿勢が求められるのだと感じました。

　広島城北中学・高等学校の校訓である「学んで厭かず、教えて倦まず」の意味を、実習を通して改めて深く考え、城北魂を思い出す
ことができました。先生方が日々、生徒一人ひとりに目を配りながら、よりよい授業や指導を追求されている姿に触れ、私自身も学び
続ける姿勢を持ち続けなければならないと強く感じました。
　この実習期間には失敗や反省も多くありましたが、それ以上に多くの学びを得ることができました。本校での経験を、今後の大学院
での学習や教職への歩みに活かしてまいります。
　最後になりましたが、私たち教育実習生を温かく受け入れてくださった先生方、生徒の皆さん、本当にありがとうございました。

教育実習生より

廣本　真昭（57回生）＊写真後列中央

龍谷大学大学院文学研究科修士課程
真宗学専攻

新教頭あいさつ
� 宮本�誠（19回生）

　　　　　　　　　　このたび、広島城北中学校の教頭を拝命い
たしました、19回生の宮本誠です。
　同窓会会報誌という大切な場で、ご挨拶の
機会をいただきましたことに、心より感謝申
し上げます。
　私自身、この広島城北で学び、仲間と出会
い、多くの先生方に育てていただきました。

振り返れば、広島城北で過ごした日々は、知識を学ぶだけでな
く、「人としてどう生きるか」を教わった時間だったと感じてい
ます。厳しさの中にも温かさがあり、挑戦する者を本気で応援し
てくれる空気が、この学校にはありました。そして、その文化は
今も脈々と受け継がれています。
　卒業後、教員として母校に戻り、生徒たちと向き合う中で、私
は改めて広島城北の持つ力を実感しています。学力だけでは測れ
ない、人としての成長を大切にする校風。仲間と切磋琢磨しなが
ら、自分を鍛えていく日常。クラブ活動や学校行事に全力で取り
組み、失敗や葛藤を経験しながら、一歩ずつ成長していく生徒た
ちの姿。そこには、時代が変わっても色褪せない広島城北の本質
があります。

　現在、学校を取り巻く環境は大きく変化しています。少子化や
価値観の多様化など、学校に求められる役割も変わり続けていま
す。しかし、どのような時代であっても、広島城北が育てたい人
物像は変わりません。それは、社会から「頼られる男」です。つ
まり知識だけでなく人としてのふるまい方も含めた賢さ、人を思
いやる優しさ、自ら考えて行動する主体性や困難から逃げずに挑
戦する逞しさを持った人間です。
　また、広島城北には「人が育つ文化」があります。その文化
は、生徒たちの真剣な姿、先生方の情熱、そして母校を愛し支え
てくださる同窓生の皆さまの存在によって築かれてきたもので
す。同窓会の皆さまが、それぞれの場所で活躍されながらも、変
わらぬ思いで母校を見守り、支えてくださっていることは、在校
生にとっても大きな励みとなっています。
　この広島城城北の良き伝統を守りながら時代に合わせて進化し
続け、生徒たちが「広島城北で学べてよかった」と心から思える
学校に。そして卒業後も、「自分の原点は広島城北にある」と誇
りを持てる学校に。そのために、先生方、保護者、同窓生の皆さ
まと力を合わせながら、一歩一歩前に進んでまいります。
　最後になりましたが、これまで母校を支え続けてくださった同
窓会の皆さまに、改めて深く感謝申し上げます。今後とも広島城
北中・高等学校への変わらぬご支援、ご指導を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

新任者あいさつ
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学園人事異動（退職された先生）

本番に強い城北生
� 渡辺　直樹

　　　　　　　　　　昭和61年 ３ 月、大学の卒業式を終えた二日
後の夕方、自宅にいたところ黒電話の呼び鈴
が鳴り、電話に出ると非常勤講師としてきて
くれないかという話をいただきました。突然
のことで大変驚きましたが、その時点ではま
だ就職先が決まっておらず、また母校という
こともあり即答でその話をお受けしました。

そこから非常勤講師を含めて40年間、保健体育の教員として勤め
てきました。
　この間、本学園で多くの思い出をつくることができました。と
くに印象深く思い起こされるのは、中学校運動会でのことです。
現在は中学・高校合同で体育祭を行っていますが、以前、高校は
スタジアムにて陸上競技大会、その後校内にて体育祭、中学校は
校内にて運動会を別々に開催していました。その中学校運動会
で、 ３年生が中学生の最上級生として ３年間の集大成として、全
員でソーラン節あるいは集団行動を披露していたこともありまし
た。練習時間があまりとれず、また生徒たちもやらされている感
が強く、なかなか練習に身の入らないこともあり、不安・心配を
抱えながら本番を迎えましたが、不安・心配をよそに、集中力・
団結力を発揮し期待以上のパフォーマンスをし、城北生の底力の
強さを見せてくれました。運動会に限らず文化祭などの学校行事
においても、そのような底力を発揮することから「本番に強い城
北生」と言われていたことがあります。これからもその秘めた力
をあらゆる場面で発揮してください。城北健男児の活躍を期待し
ています。
　この広島城北学園で40年間働けたことを誇りに思うとともに自
分にとって何より財産となりました。長年ありがとうございました。

城北は永遠に不滅です
� 高原　昌彦

　　　　　　　　　　昨年度の ３月３1日、３9年間の城北での教員
生活に終止符を打ちました。
　この間、３0回、担任をさせていただき、三
千人を超える生徒と関わってきました。色々
なことがありました。47回生の高 ３のクラス
では、全員が 1年間無欠席で卒業していきま
した。そのときの生徒の一人が、卒業式の前

日の予行の日に、体調不良で朝からトイレから出ることができ
ず、学校にいけないと連絡がありました。「学校はあと ２日だか
ら」と、母親に連れてきてもらいました。
　それから 7年たったある日、クラブの練習試合中に選手が怪我
をして、救急車を呼びました。その時の救急隊員がその教え子で
した。彼は、「あの日の体調不良にも関わらず学校に行く経験を
したから、苦しんでいる人を助ける救急隊員になろうと決めまし
た。」と教えてくれました。
　また、彼と同じクラスだった別の教え子は、発熱で朝のホーム

ルームだけ出席して 1日だけ早退しましたが、 1年間無欠席でし
た。彼は志望大学の受験に失敗し、その後の後期試験で全く志望
していなかった大学を受験しようとしたので、「何のために、し
んどい思いをして、無欠席で頑張ってきたん」と話をして、一浪
の末、見事に早稲田大学に合格しました。この ２人の事例は氷山
の一角ですが、「学生の時にできないことは社会に出てからもで
きない」という強い信念を持って、３9年指導してきました。教え
子たちが城北で学んだことを土台にして、社会に貢献してくれる
ことが最高の喜びです。
　私の教員生活はしんどいことの連続でしたが、乗り切っていく
ことで私自身が強くなった気がします。このような機会を与えて
くれた城北には大変感謝していますし、卒業生のみなさんと出会
えたことで、私自身もたくさん勉強させていただき、すべてが私
自身の財産となっています。今後も卒業生のみなさんと城北が、
ますます発展されることを心からお祈りします。

感謝
� 堀内　英二

　　　　　　　　　　平成元年、城北に赴任して３7年間、振り返っ
てみるとあっという間でした。大学院生だっ
た私は当時、就職活動をせず、彫刻作品の制
作に没頭していました。そんな私に『城北で
美術の先生を探している』という話が別々に
二つのルートから舞い込んできました。県外
から来た私には城北がどんな学校なのか全く

わからず、即答できませんでした。大学の教授に相談すると「男
子校で進学実績を伸ばしている学校だ。とりあえず学校を見たら
どうだ」と言われて、男子校というのに引っ掛かりながらも城北を
訪問することにしました。当時の美術担当は田部先生でした。先生
は比治山女子短期大学（現・比治山大学）への転勤が決まってい
て、次の人を探していて私に声をかけたということでした。お話し
た後、校内見学をしていると、バレーボール部の生徒たちが今の
東棟前から体育館の坂道でダッシュをしていました。生徒たちは、
見知らぬ私に対して「こんちわー」と大きな声で挨拶してくれまし
た。すれ違うたびに連続で挨拶してくれるのを見て何と礼儀正し
く爽やかな生徒なんだろうと思うと同時に、このような生徒を育て
ている学校だから間違いないと思い城北で働く決心をしました。
　赴任してからしばらくは思うようにいかず、悩んだこともあり
ました。一人一人の能力を向上させたいと厳しく指導すると、生
徒の気持ちは離れていく。生徒たちとの間に深い溝ができたこと
もありました。『簡単に諦めない、失敗しても再チャレンジす
る、最後まで粘り続ければ必ず成長できる』ということを生徒に
伝えたい。この思いだけは曲げずに３7年間やり続けてきました。
「先生できたよ。見て。」という生徒の笑顔が私を育ててくれま
した。生徒や卒業生の皆さんのおかげで今の私があると感謝して
います。
　定年を迎えることになりましたが、もうしばらく学園の発展の
ために微力ながらお手伝いしていく覚悟です。もうしばらくお付
き合いください。長い間ありがとうございました。

退任者あいさつ

教諭（保健体育） 渡辺　直樹　先生 勤続40年

教諭（英語） 高原　昌彦　先生 勤続３9年

教諭（美術） 堀内　英二　先生 勤続３7年
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高等学校

クラブ活動　活動実績 
～「城北健男児」・「文武両道」の継承と深化～

少林寺拳法部	 令和 ７年度　全国高等学校総合体育大会少林寺拳法大会　男子団体演武の部　第 ７位
	 第29回　全国高等学校少林寺拳法選抜大会　出場
	 第７9回　広島県高等学校総合体育大会少林寺拳法競技大会　総合優勝＜20連覇＞
	 令和 ８ 年度　全国高等学校総合体育大会少林寺拳法競技大会　出場
自転車競技部	 令和 ７年度　全国高等学校選抜自転車競技大会　ケイリン第 ７位
	 	第95回　全日本自転車競技選手権大会トラックレース	

男子ジュニア　ケイリン第 ６位　 １ kmタイム・トライアル第 ４位
バドミントン部	 令和 ７年度　広島県高等学校新人バドミントン大会　シングルス・ダブルス　優勝
	 	第７9回　広島県高等学校総合体育大会バドミントン競技	

男子学校対抗戦　優勝＜10連覇＞　シングルス・ダブルス　優勝
	 令和 ８年度　全国高等学校総合体育大会　出場
卓球部	 第７１回　広島県高等学校新人卓球大会　学校対抗の部　第 5位
	 第53回　全国高等学校選抜卓球大会中国地区予選会　出場
	 第７9回　広島県高等学校総合体育大会卓球競技　第 5位
	 第７3回　中国高等学校卓球選手権大会　出場
野球部	 令和 ８年度　春季広島県高校野球大会　ベスト１６
バレーボール部	 令和 ７年度　広島県高等学校新人バレーボール選手権大会　第 3位
	 第3４回　中国高等学校新人バレーボール大会　出場
	 第７８回　中国高等学校バレーボール選手権大会　第 5位
	 第７9回　広島県高等学校総合体育大会バレーボール　第 5位
ハンドボール部	 令和 ７年度　広島県高等学校ハンドボール新人大会　第 2位
	 令和 ７年度　第４9回全国高等学校選抜大会県予選会　第 2位
	 第４9回　全国高等学校ハンドボール選抜大会中国地区予選会　ベスト ８
	 令和 ８年度　広島県高等学校ハンドボール選手権大会　第 2位
	 第７７回　中国高等学校ハンドボール選手権大会　ベスト ８
	 第７9回　広島県高等学校総合体育大会ハンドボール競技の部　第 2位
バスケットボール部	 第７3回　広島県高等学校バスケットボール新人大会広島地区予選　第 ７位
	 第７9回　広島県高等学校総合体育大会広島地区予選ブロック　第 2位
写真部	 第5７回　広島県高等学校写真展　 ４席　広島県高等学校写真連盟会長賞
	 第１８回　広島県高等学校写真新人大会デジタル部門　 3席
	 第25回　広島県高等学校写真技術大会　テーマ「平和の部」　 2席・ 3席

明日に向かって前進する

21回生　山口茂範　　23回生　山口浩司　山口卓志　　24回生　山口幹雄

■ 本　社／〒739‒1293 広島県安芸高田市向原町戸島2489　TEL 0826‒46‒3331㈹　FAX 0826‒46‒3335
■ 事業所／本社向原工場・能美工場・呉設計事務所・中国（上海）・ベトナム（ハノイ）
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中学校

バレーボール部	 第59回　広島県中学校バレーボール選手権大会　優勝
	 第 5 回　広島県新人バレーボール大会　優勝
	 令和 ７年度　中国新人中学校バレーボール大会　優勝
	 令和 ８年度　広島市中学校バレーボール選手権大会　優勝
陸上部	 令和 ８年度　広島市中学校陸上競技選手権大会四種競技　第 3位
剣道部	 令和 ８年度　広島市中学校剣道選手権大会　団体戦・個人戦　ベスト ８
野球部	 令和 ８年度　広島市中学校軟式野球選手権大会　第 3位
テニス部	 令和 ７年度　広島市中学校新人テニス大会個人戦ダブルス　ベスト ８
	 令和 ８年度　広島市中学校テニス選手権大会個人戦ダブルス　ベスト ８
サッカー部	 令和 ７年度　広島市中学校新人サッカー大会　第 3位
	 令和 ８年度　広島市中学校サッカー選手権大会　ベスト ８
バスケットボール部	 令和 ８年度　広島市中学校バスケットボール選手権大会　ベスト ８
アメリカンフットボール部	 2025年度日本フラッグフットボール選手権中学生部門　出場
バドミントン部	 	令和 ７年度　広島市中学校新人バドミントン大会	

団体戦　第 2位　個人戦シングルス　優勝・第 2位
	 第 5 回　広島県中学校新人大会バドミントンの部　個人戦シングルス　第 3位
	 	令和 ８年度　広島市中学校バドミントン選手権大会　	

団体戦　第 2位　個人戦シングルス　第 2位
少林寺拳法部	 第１2回　広島県中学生少林寺拳法大会　組演武の部　第 3位　
	 第20回　全国中学校少林寺拳法大会　出場
書道部	 第１09回　書教展　読売新聞社賞
吹奏楽部	 第４9回　広島県アンサンブルコンテスト　銀賞
	 第４9回　中学校吹奏楽連盟アンサンブルコンテスト金管八重奏　金賞
囲碁将棋部	 令和 ７年度　広島市中学校文化連盟将棋新人戦　第 2位

鉄道研究部	 第１７回　全国高等学校鉄道模型コンテストモジュール部門　ベストクオリティ賞
書道部	 第４9回　広島県高等学校総合文化祭　奨励賞
	 第52回　ふれあい書道展　広島県知事賞
	 第１2回　葛飾柴又帝釈天全国書道コンクール　柴又帝釈天賞・葛飾区教育委員会賞
吹奏楽部	 第６3回　中国吹奏楽まつり	in	さくらぴあ　優秀賞
	 第４9回　広島県アンサンブルコンテスト　銀賞
囲碁将棋部	 第3４回　広島県高等学校将棋大会　男子個人戦　第 ４位

タクシー配車　（082）221-1955

山内　康平（45回生）
山内　翔太（45回生）
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令和7年度寄附金のお礼
今 田 　 寛 典 （ 2 回生）
大 沢 　 繁 治 （ 2 回生）
藤 嵜 　 恵 三 （ 2 回生）
正 木 　 文 雄 （ 3 回生）
咲 谷 　 英 治 （ 3 回生）
藤 中 　 秀 幸 （ 3 回生）
新 谷 　 達 志 （ 3 回生）
新 広 　 克 明 （ 3 回生）
長 崎 　 裕 二 （ 4 回生）
小 方 　 　 章 （ 4 回生）
光 成 　 和 敬 （ 5 回生）
上 野 　 孝 史 （ 5 回生）
西 上 　 　 誠 （ 6 回生）
沖 　 　 高 信 （ 7 回生）
田 邊 　 　 恭 （ 8 回生）

清 見 原 正 騎 （ 8 回生）
前原大三他８回生一同（ 8 回生）
河 相 陽 一 郎 （ 9 回生）
金 谷 　 雄 生 （ 9 回生）
久保田嘉二郎 （ 9 回生）
小 松 　 智 則 （ 9 回生）
正 田 　 　 俊 （11 回生）
原 田 　 敬 生 （12 回生）
佐 伯 　 裕 志 （12 回生）
井 東 　 壮 一 （12 回生）
佐 伯 　 祐 司 （12 回生）
熊 谷 　 普 門 （13 回生）
下 光 　 博 之 （15 回生）
中 村 淳 一 郎 （15 回生）
清 水 　 憲 一 （16 回生）

久 保 田 誠 司 （17 回生）
峠 井 　 英 昭 （18 回生）
吉 村 　 史 彦 （18 回生）
伊 東 　 和 重 （19 回生）
髙 橋 　 　 強 （19 回生）
中 西 　 和 徳 （21 回生）
古 葉 　 隆 明 （22 回生）
加 藤 　 　 全 （24 回生）
福 永 　 敬 弘 （27 回生）
吉 田 　 信 孝 （30 回生）
中 丸 　 翔 太 （45 回生）
山 根 凛 太 朗 （51 回生）
丸 山 　 雅 仁 （54 回生）
丸 山 　 道 惇 （58 回生）

※許可をいただいた方のみお名前を掲載しております。皆様ありがとうございました。

～寄付のお願い～

【郵便振替】01310− 1 −28903　
　　　　　 口座名　広島城北高等学校同窓会

　　　　　 　  ※振込期限はありません。（随時受付をします）
　　　　　 　  ※現金でのお振込みの場合は手数料が発生します。

　現在卒業生は 1 回生（昭和４1年卒業）から６1回生（令和 8 年卒業）となり、1７，000名を超えました。同窓会
の収入は、毎年新たに卒業される新規会員の終身会費、会報誌等の広告収入、寄付で支えられています。つき
ましては、誠に恐れ入りますが、会報誌発刊による財政のひっ迫を抑えるため、会員の皆様には 1 口1，000円
のご寄付（お一人何口でも結構です）をお願いします。
　今後の同窓会活動の発展と運営の円滑化のため、ぜひとも温かいご支援をどうぞよろしくお願い申し上げま
す。同封の払込取扱票をご利用いただくか、下記振込先までお振込みをお願いいたします。
　なお、来年の『Shiroyama』に寄付をしていただいた方のお名前と寄付金額を記載する予定ですので、通信
欄にご記入をお願い致します。

同封の払込票

中国アーテック株式会社

取締役営業本部長

山 下  竜 一
Ryuichi Yamashita

〒738-0036 広島県廿日市市四季ヶ丘5丁目13-4 
TEL 0829-20-5811　FAX 0829-20-5845
E-mail yamashita@c-artec.net

林　秀樹　（39 回生）

代表取締役社長

〒���-����
広島県廿日市市木材港南２－４
TEL. ����-��-����　　FAX. ����-��-����

同窓会ホームページのご案内
同窓会広報委員会

　同窓会ホームページでは同窓会からの
お知らせ、会報誌Shiroyamaのバックナ
ンバー、同窓会イベ
ント情報などを随時
アップしております。

同窓会ホームページ
http://www.hiroshimajohoku-dousoukai.jp
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①　2024（令和 6）年度　事業報告

会 員 総 数　17,２55名（60回生（＝２３7名）を含む）
第50回総会　 1回　日　時　令和 6年10月 5 日（土）18時３0分から
　　　　　　　　　場　所　リーガロイヤルホテル広島
　　　　　　　　　議　題　令和 5年度事業報告・決算報告
　　　　　　　　　　　　　令和 6年度事業計画（案）・予算（案）
懇　親　会　 1回　日　時　令和 6年10月 5 日（土）19時00分から
　　　　　　　　　場　所　リーガロイヤルホテル広島
　　　　　　　　　出席者　２8３名
　　　　　　　　　担　当　３8回生（田島ほか）
役　員　会　11回　場　所　RCC文化センターほか（正副会長会議 1回を含む）
そ　の　他　①会報誌Shiroyama46号発刊　 9月上旬
　　　　　　②広島城北中・高等学校文化祭への参加
　　　　　　③広島城北高等学校同窓会奨学金　 ２名
　　　　　　④第19回広島城北高等学校同窓会奨学金チャリティゴルフ大会
　　　　　　　 5月２6日（日）瀬野川カンツリー倶楽部

③　2024（令和 6）年度　収支決算書
一般会計 （単位：円）

収 入 の 部 支 出 の 部
項　　目 金　　額 項　　目 金　　額

前 年 度 繰 越 2,448,736 特別事業基金費 1,000,000
新 入 会 員 費 2,370,000 総 会 費 170,780
懇 親 会 収 入 2,417,000 懇 親 会 費 2,423,452
広 告 収 入 1,180,000 会 報 誌 費 1,120,020
寄 付 金 757,287 奨 学 金 240,000
チャリティゴルフ募金 240,000 役 員 会 費 201,150
受 取 利 息 1,264 卒 業 記 念 品 費 313,676
雑 収 入 0 クラブ活動援助金 210,000

通 信 費 1,209,735
同 期 会 補 助 費 20,000
事務局員人件費 200,000
慶 弔 費 23,377
同 窓 会 H P 費 42,306
名簿データ管理費 110,000
雑 費 40,758
次 年 度 繰 越 2,089,033

合　　　計 9,414,287 合　　　計 9,414,287
（令和 6年 4月 1日より令和 7年 3月31日）

特別事業基金
収 入 の 部 支 出 の 部

項　　目 金　　額 項　　目 金　　額
前 年 度 繰 越 9,616,623 寄 付 金 0
特別事業基金費 1,000,000 次 年 度 繰 越 10,616,898
受 取 利 息 275
合　　　計 10,616,898 合　　　計 10,616,898

（令和 6年 4月 1日より令和 7年 3月31日）

②　2025（令和 7）年度　事業計画書
会 員 総 数　17,484名（61回生（＝２２9名予定）を含む）
第51回総会　 1回　日　時　令和 7年10月 4 日（土）
　　　　　　　　　場　所　リーガロイヤルホテル広島
　　　　　　　　　議　題　令和 6年度事業報告・決算報告
　　　　　　　　　　　　　令和 7年度事業計画（案）・予算（案）・役員改選（案）
懇　親　会　 1回　日　時　令和 7年10月 4 日（土）
　　　　　　　　　場　所　リーガロイヤルホテル広島
　　　　　　　　　出席者　３00名
　　　　　　　　　担　当　３9回生（山下、綿岡ほか）
役　員　会　11回　場　所　RCC文化センター（正副会長会議 1回を含む）
そ　の　他　①会報誌Shiroyama47号発刊　 9月上旬
　　　　　　②広島城北中・高等学校文化祭への参加
　　　　　　③第２0回広島城北高等学校同窓会チャリティゴルフ大会
　　　　　　　 5月２5日（日）瀬野川カンツリークラブ

④　2025（令和 7）年度　予算書
一般会計 （単位：円）

収 入 の 部 支 出 の 部
項　　目 金　　額 項　　目 金　　額

前 年 度 繰 越 2,089,033 特別事業基金費 1,000,000
新 入 会 員 費 2,290,000 総 会 費 170,000
懇 親 会 収 入 2,800,000 懇 親 会 費 2,539,020
広 告 収 入 1,000,000 会 報 誌 費 1,100,000
寄 付 金 700,000 役 員 会 費 250,000
チャリティゴルフ募金 300,000 卒 業 記 念 品 費 343,500
受 取 利 息 1,000 クラブ活動援助金 200,000
雑 収 入 10,000 通 信 費 1,200,000

同 期 会 補 助 費 30,000
事務局員人件費 200,000
慶 弔 費 20,000
同 窓 会 H P 費 50,000
名簿データ管理費 108,000
雑 費 80,000
予 備 費 1,899,513

合　　　計 9,190,033 合　　　計 9,190,033
（令和 7年 4月 1日より令和 8年 3月31日）

特別事業基金
収 入 の 部 支 出 の 部

項　　目 金　　額 項　　目 金　　額
前 年 度 繰 越 10,616,898 寄 付 金 0
特別事業基金費 1,000,000 次 年 度 繰 越 11,617,048
受 取 利 息 150
合　　　計 11,617,048 合　　　計 11,617,048

（令和 7年 4月 1日より令和 8年 3月31日）

大 学 R 8（現） R 7（現） R 6（現）
北 海 道 大 1 2 （ 1 ）
北 海 道 教 育 大 1（ 1）
北 見 工 大 1（ 1）
東 北 大 1（ 1） 2（ 1）
信 州 大 1
宇 都 宮 大 1（ 1）
茨 城 大 1
筑 波 大 1
群 馬 大 1（ 1）
埼 玉 大 1
富 山 大 1（ 1） 1（ 1）
東 京 科 学 大 1
東 京 農 工 大 1
東 京 海 洋 大 2（ 1） 2（ 2）
静 岡 大 1（ 1）
名 古 屋 工 業 大
滋 賀 大 1（ 1） 1（ 1）
京 都 大 1 1
京都工芸繊維大 1 1
大 阪 大 ３（ 2） 1（ 1）
大 阪 教 育 大 1（ 1）
神 戸 大 2
鳥 取 大 1（ 1） 1（ 1） 2
島 根 大 ３（ 2） 1（ 1）
岡 山 大 1（ 1） 2（ 1） 1
広 島 大 15（ 9 ） 10（ 7 ） 16（10）
山 口 大 6（ ３） 11（ 7 ） 14（12）
徳 島 大 2（ 1）
香 川 大 1
高 知 大 1（ 1）
愛 媛 大 ３（ ３） 8（ 7） 6（ 5）
九 州 大 5（ 4） 5（ ３）
九 州 工 大 1（ 1） 2（ 2） 1（ 1）
福 岡 教 育 大 1（ 1）
佐 賀 大 1
長 崎 大 1（ 1） 1（ 1）
大 分 大 1 2 （ 1 ）
宮 崎 大 2（ 1） ３（ 2） 2（ 1）
鹿 児 島 大 2（ 1）
琉 球 大 1（ 1） 1（ 1） 1（ 1）
国 立 大 計 49（31） 56（40） 69（43）

防 衛 大 学 校 2（ 2） 1（ 1） 1（ 1）
水 産 大 学 校 1（ 1） 1（ 1）
航空保安大学校
大 学 校 計 2 （ 2） 2 （ 2） 2 （ 2）

大 学 R 8（現） R 7（現） R 6（現）
釧 路 公 立 大 2（ 2）
秋田公立美術大 1（ 1）
高 崎 経 済 大 1（ 1）
東 京 都 立 大 1（ 1）
愛 知 県 立 大 1（ 1）

京都市立芸術大 1（ 1）
大 阪 公 立 大 2（ 1） 1
公立鳥取環境大 1（ 1）
島 根 県 立 大 1
岡 山 県 立 大 1（ 1）
県 立 広 島 大 1（ 1） 1（ 1） 1
広 島 市 立 大 7（ 5） 1（ 1） 4（ 2）
周 南 公 立 大 2（ 2）
山口東京理科大 2（ 2）
下 関 市 立 大 2（ 2） 1（ 1）
高 知 工 科 大 1 1 （ 1 ）
北 九 州 市 立 大 1 4 （ ３ ）
長 崎 県 立 大 1（ 1）
公 立 大 計 18（13） 11（10） 14（ 9 ）

大 学 R 8（現） R 7（現） R 6（現）
慶 応 大 2 1
早 稲 田 大 4（ ３） 2（ 2） 10（ 8 ）
上 智 大 1
東 京 理 大 2（ 2） ３（ 1） 8（ ３）
早 慶 上 理 計 6（ 5） 8（ 3） 19（11）

同 志 社 大 15（10） 9 （ 6 ） 18（12）
関 西 学 院 大 2３（18） ３5（28） 52（26）
立 命 館 大 41（３0） ３0（14） 80（51）
関 西 大 15（1３） 7 （ 4 ） 21（10）
関 関 同 立 計 94（71） 81（52） 171（99）

明 治 大 1 1 8 （ 6 ）
青 山 学 院 大 5（ 4） ３（ ３） 4（ 2）
立 教 大 1（ 1）
中 央 大 5（ 5） ３（ 1） ３（ 1）
法 政 大 8（ 8） ３（ 2） 15（10）
Ｍ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ 計 20（18） 10（ 6 ） 30（19）

日 本 大 5（ ３） 10（ 5 ） 8 （ 6 ）
東 洋 大 2（ 2） 5（ 4） 5（ 4）
駒 澤 大 1（ 1）
専 修 大 ３（ ３） 2（ 2） 1
日 東 駒 専 計 11（ 9 ） 17（11） 14（10）

京 都 産 業 大 ３1�（26） ３３�（27） 51�（41）
近 畿 大 75�（65） 49�（３6） 10３�（３0）
甲 南 大 4 �（ 2 ） 4 �（ 4 ） 7 �（ ３ ）
龍 谷 大 24�（ 8 ） 6 �（ 6 ） 59�（25）
産 近 甲 龍 計 134 （101） 92 （73） 220 （99）

広 島 修 道 大 40�（３３） 1３３�（1３３） 80�（75）
広 島 工 大 14３�（142） 56�（55） 57�（54）

医学部医学科 R 8（現）進学 R 7（現）進学 R 6（現）進学
広 島 大 1（　）1 　（　）　 1（　）1
鳥 取 大 　（　）　 　（　）　 1（　）1
香 川 大 　（　）　 1（　）1 　（　）　

大 分 大 　（　）　 1（　）1 　（　）　
大 阪 公 立 大 1（　）1 　（　）　 　（　）　
聖マリアンナ医科大 　（　）　 　（　）　 1（　）1
日 本 大 　（　）　 1（　）1 　（　）　
北 里 大 　（　）　 1（　）　 　（　）　
昭 和 医 科 大 1（　）　 　（　）　 　（　）　
岩 手 医 科 大 　（　）　 　（　）　 1（　）　
埼 玉 医 科 大 　（　）　 1（ 1）1 　（　）　
金 沢 医 科 大 　（　）　 1（　）　 1（　）　
独 協 医 科 大 　（　）　 1（　）　 　（　）　
東 海 大 　（　）　 1（　）　 　（　）　
大阪医科薬科大 2（　）1 　（　）　 　（　）　
愛 知 医 科 大 1（　）　 　（　）　 2（　）1
川 崎 医 科 大 1（ 1）1 1（　）1 ３（　）2
久 留 米 大 1（　）　 1（　）1 2（　）1
福 岡 大 1（　）1 1（　）1 　（　）　
自 治 医 科 大 　（　）　 1（　）　 　（　）　
医学部医学科計 9（ 1）5 12（ 1 ）7 12（　）7

歯学部歯学科 R 8（現）進学 R 7（現）進学 R 6（現）進学
広 島 大 　（　）　 1（　）1 　（　）　
北 海 道 医 療 大 1（　）1 � 　（　）　 　（　）　
東 京 歯 科 大 　（　）　 1（　）　 　（　）　
日 本 大 松 戸 歯 　（　）　 　（　）　 1（ 1）1 �
日 本 歯 科 大 学 　（　）　 1（ 1）1 � 　（　）　
松 本 歯 科 大 学 1（ 1）　 　（　）　 　（　）　
日 本 大 　（　）　 　（　）　 1（　）1 �
愛 知 学 院 大 2（ 2）2 � 　（　）　 　（　）　
福 岡 歯 科 大 　（　）　 　（　）　 　（　）　
歯学部歯学科計 4（ 3）3  3（ 1 ）2  2（ 1 ）2  

薬学部薬学科 R 8（現）進学 R 7（現）進学 R 6（現）進学
山口東京理科大 　（　）　 1（ 1）1 � 　（　）　
慶 応 大 　（　）　 　（　）　 1（　）　
東 京 理 科 大 　（　）　 　（　）　 1（　）　
京 都 薬 科 大 　（　）　 1（ 1）　 　（　）　
立 命 館 大 　（　）　 　（　）　 5（　）　
近 畿 大 　（　）　 　（　）　 2（　）　
神 戸 学 院 大 1（ 1）1 � 　（　）　 2（ 2）　
就 実 大 2（ 1）　 　（　）　 　（　）　
福 山 大 2（ 1）　 1（ 1）1 � 　（　）　
広 島 国 際 大 2（ 2）1 � 2（ 2 ）　 2（ 2）　
福 岡 大 　（　）　 2（ 2）　 1（　）　
薬学部薬学科計 7（ 5）2  7（ 7 ）2  14（ 4 ）0  

獣医学部獣医学科 R 8（現）進学 R 7（現）進学 R 6（現）進学
東 京 農 工 大 　（　）　 　（　）　 1（　）1
獣医学部獣医学科計 （　） （　） 1（　）1

令和 8年度大学入試合格実績（抜粋） 令和 8年 7月 1日現在
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回生 各　　期　　理　　事 人数
1 伊勢村耕充 1
2 大沢　繁治 二國　則昭 萬　　博義 ３
３ 中原　康博 正木　文雄 武田　和行 ３
4 太田　義博 内藤　邦雄 2
5 中村　　元 上野　孝史 小林　正和 ３
6 中野　富博 田中　　信 新谷　哲章 ３
7 岡田　英明 花尾　通成 小早川　靖 渋谷　憲和 4
8 奥田　耕一 高雄　準善 田川　耕治 ３
9 金谷　雄生 谷口　寛実 大田　和久 田中　逸夫 4
10 中野　昇司 藤岡　和彦 河中　　清 ３
11 髙橋　宏明 伊勢崎一郎 亀田　光也 ３

12
佐伯　祐司 中本　隆志 青木　　太 田中　　修 石本　修二

6
森河　興三

1３
中廣　　豊 古田　裕三 谷本　篤則 松井　健一 増岡　秀啓

6
中川　耕治

14 山部　智朗 高橋　　正 中野　　徹 ３
15 桂　　直久 西広　隆志 平島　卓史 宮田　典知 中本　俊之 5
16 村上　勇樹 下向　時弘 鳥井　均城 ３
17 平岡　弘光 髙田　　諭 丸茂　裕樹 渡辺　直樹 三谷　幸二 5
18 山本　泰徳 和田　　晃 杉田　和穂 ３

19
奥本　松樹 宮本　　誠 二宮　　忠 黒瀬　二郎 金谷　晃一

6
中野　淳司

20 谷口　篤志 柴田壮太郞 森迫　泰弘 ３
21 高橋　正敏 川村　　聡 巣守　佳之 深山　高行 4
22 能美　和基 松田　哲也 村上　健一 木村　康作 4
2３ 木原　賢治 鼻岡　義典 菅　　泰晶 ３
24 高木　秀和 山路　英男 岩井　竜彦 永井　康嗣 4

25
杉田　　洋 光井　裕明 谷峰　隆宏 森国　泰往 水入　寛純

6
堀江　　普

26 松岡　龍雄 二村　修司 櫛　　雅之 高井　建治 4
27 定野　和広 調子　敬雄 隠居　　肇 大山　晴彦 4

28
井口　雅之 井澤　顕彦 貫名　　毅 森川　寛之 瀬分　一慈

6
松本　真也

回生 各　　期　　理　　事 人数
29 迫谷　政則 高見　　仁 林谷　浩二 倉本　貴史 4

３0
森脇　　崇 古屋　裕一 飯盛　聡士 吉田　信孝 藤井　寛久

6
松田　康弘

３1
奥村　泰憲 平岡　栄作 庄子　佳宏 菅　　竜太 羽根　洋介

6
鳴戸　崇裕

３2 久保田耕一 小川　智久 相良　展広 川上陽一郎 藤田　泰弘 5
３３ 山木　　茂 秦　洋二郎 米川　　晋 福原　啓太 4

３4
中村　誠一 見之越常治 山根　陽介 亀田　俊夫 礒貝　浩司

6
長栄陽一郎

３5 定光　　信 日當　洋平 中野　正士 畝本　一行 4
３6 川村　太一 高山　英樹 熊本裕一朗 八井　　望 4
３7 恵飛須圭二 杉川　　綾 小田　裕之 大野　貴嗣 奥本将太郎 5

３8
加藤　千季 市川　育夢 宮中　祥行 田島　佑紀 上田　健太

6
中西　順也

３9
丸亀日出和 粟井　良祐 林　　秀樹 大前　和音 串井　憲司

7
山下　達也 綿岡　洋平

40 福本　晃士 藤原　亮佑 岩崎　成記 ３
41 中村　晃寛 松本　尚之 2
42 山下　竜一 谷　　一樹 2
4３ 西川　直希 石井　　周 2
44 尾原　達哉 煙﨑　久英 髙山　　涼 ３
45 北尾　和哉 山内　康平 山内　翔太 ３
46 若宮　建太 大倉　健太 谷川　正髙 谷本　亮介 吉良　光史 5
47 吉川　尚孝 山野　友輝 岡　　大樹 三国　　建 4
48 田中　克宏 新見　光平 藤井　達也 ３
49 竹内　和也 前田　賢吾 田中　亮太 ３
50 松下　達郎 原　　直也 2
51 田村　洸樹 1
52 森本　大護 1
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住所・電話番号など変更のあった方は、
変更手続きをお願いします。

変更手続きは、
広島城北学園の同窓会ホームページの
「登録情報の変更」フォーム、または
「dousoukai@hiroshimajohoku.ed.jp」

へご連絡ください。
電話でも受け付けております。

広島城北学園　代表　
082−229−0111
同窓会事務局宛

住所変更手続きのお願い

本校の令和 ９年度入学試験の日程が決まりました。

◎中 学 校　 1 月 ５ 日（火）　中学 ２教科入試・医学科進学コース推薦入試
　　　　　　 1月20日（水）　中学 ４教科入試
◎高等学校　 1 月29日（金）　高校推薦入試（ＪＯ入試）
　　　　　　 2 月 9 日（火）　高校一般入試（ＭＥ入試）

顧　 問 二國　則昭（ ２回生）中原　康博（ ３回生）奥田　耕一（ ８回生）佐伯　祐司（1２回生）

会　 長 川村　　聡（２1回生）

副 会 長 髙田　　諭（17回生）谷峰　隆宏（２5回生）水入　寛純（２5回生）高見　　仁（２9回生）庄子　佳宏（３1回生）

幹　 事 田川　耕治（ ８回生）田中　　修（1２回生）中本　俊之（15回生）巣守　佳之（２1回生）深山　高行（２1回生）見之越常治（３4回生）

会　 計 岩井　竜彦（２4回生）髙山　英樹（３6回生）

会計監査 中野　　徹（14回生）山根　陽介（３4回生）

事務局長 羽根　洋介（３1回生） 事務局　三谷多江子

同窓会役員会より
　広島城北高等学校同窓会では、年間を通じて10回の役員会を開催し、
同窓会活動や運営について活発に意見を交わしています。会報誌
『Shiroyama』の企画・発行、10月に開催される総会・懇親会の準備、
チャリティゴルフコンペの開催、卒業生に贈る記念品の検討など、全国
の同窓生の皆様に向けた情報提供や交流の機会を、すべてボランティア
で運営しています。
　役員会の終了後には、毎回近隣の居酒屋で懇親会を開き、若手から大
先輩まで世代を超えて語り合い、和やかな時間を共有しています。11月
の役員会では毎年恒例の忘年会も行っています。
　同窓会の役員はすべての回生におり、世代を超えたつながりが広がっ
ています。ご連絡を取りたい方がいらっしゃいましたら、どうぞ同窓会
事務局までお気軽にお問い合わせください。


